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佐
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序

昭
和
五
十
年
代
に
お
け
る
本
県
の
社
会
開
発
の
進
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
関
越
自
動
車
道.

上
武
国
道.

上
越
新
幹
線
の
開
通
を
控
え
本 

県
の
産
業
経
済
文
化
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
代
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
交
通
網
の
整
備
に
伴
う
社
会
生
活
の
変
革
は
県
民
の
生
活
に
も
大
き 

な
影
響
を
与
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
近
代
化
の
波
は
、
ふ
る
さ
と
の
香
り
と
も
い
う
ベ
き
郷
土
の
歴
史
的
遺
産
を
急
速
に
滅
失
さ
せ
つ
つ
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
が
望 

ま
れ
、
保
存
対
策
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
こ
う
し
た
要
請
に
応
じ
て
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
得
て
、
四
か
年
計
画
で
歴
史
の
道
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

本
年
度
は
そ
の
第
三
年
次
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
二
か
年
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
書
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
調
査
対
象
街
道
は
、
下
仁
田
道
、
清
水
峠
越
往
還
、
佐
渡
奉
行
街
道
、
古

戸.

桐
生
道
、
古
河
往
還
の
五
街
道
で
あ
り
ま
す
が
、
下
仁
田
道 

を
除
く
と
比
較
的
短
い
街
道
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
街
道
は
そ
の
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
街
道
で
あ
り
、
ま
た
、
 

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
道
で
も
あ
り
ま
す
。

中
世
の
道
の
面
影
を
と
ど
め
る
清
水
峠
越
往
還.

佐
渡
奉
行
街
道
。
我
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
及
び
低
湿
地
帯
の
街
道
で
あ
る
古
戸.

桐
生
道
及
び
古 

河
往
還
。
ま
た
、
砥
石
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
道
と
し
て
の
下
仁
田
道
等
、
地
域
の
特
色
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

本
調
査
で
得
ら
れ
た
こ
れ
ら
貴
重
な
成
果
を
、
本
書
で
広
く
県
民
に
紹
介
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
に
お
け
る
保
存
対
策
の
資
料 

と
し
て
参
考
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思 
い
ま
す
。

な
お
、
末
筆
な
が
ら
、
調
査
の
実
施
と
報
告
書
の
作
成
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
調
査
員
の
方
々
や
、
地
元
教
育
委
員
会
並
び
に
協
力
い
た
だ
い
た
地 

元
の
み
な
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

横 

山 

山
厳
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歴史の道調査実施要項

歴
史
の
道
調
査
実
施
要
項

一
、
目 

的

古
来
、
人
や
文
物
の
交
流
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
古
い
道
や
水
路
は
、
生
活
や
文
化
を 

理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
ぁ
る
が
、
並
木
街
道
や
関
所
跡
と
し
て
部
分 

的
に
指
定
さ
れ
た
史
跡
等
を
除
け
ば
、
開
発
そ
の
他
に
よ
っ
て
急
速
に
失
わ
れ
て
き
て
い 

る
〇そ

こ
で
、
こ
れ
ら
「歴
史
の
道
」
と
も
い
ぅ
べ
き
由
緒
の
ぁ
る
道
や
水
路
と
そ
れ
ら
に 

沿
ぅ
地
域
に
残
さ
れ
た
文
化
遺
産
を
調
査
し
、
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的•

集
約
的 

に
保
存
整
備
し
、
県
民
に
よ
る
積
極
的
な
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
、
調

査

主

体

者

群
馬
県
教
育
委
員
会

三
、
調

査

の

方

法

⑴

指 

導

調
査
の
方
法.

計

画.

ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
係
官
よ
り
指
導
を
受
け
る
。

⑵

総 

務

調
査
の
計
画.

運

営.

地
元
と
の
調
整
等
、
全
体
を
総
括
す
る
。

県
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
部
文
化
財
保
護
課
長
並
び
に
担̂

職
員
。

⑶

調

査

員

近

藤
 

義

雄
 

前
橋
市
立
図
書
館
長

主
冃
木 

宏 

伊
勢
崎
東
高
等
学
校
教
諭

茂

木
 

允 

視 

大
胡
町
立
滝
窪
小
学
校
教
諭

真

庭
 

唯

芳
 

文
化
財
調
査
委
員

金 

子

正
 

宏 

利
根
商
業
高
等
学
校
教
諭

矢 

島 

宣 

弘 

蠕
恋
高
等
学
校
教
諭

⑷

調
査
協
力
機
関

前

橋

市

教

育

委

員

会 

高

崎

市

教

育

委

員

会

渋

川

市

教

育

委

員

会 

玉

村

町

教

育

委

員

会

吉

岡

村

教

育

委

員

会 

新

町 

教

育 

委 

員 

会

⑸

調
査
方
法

〇 

一
次
調
査

関
係
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
調
査
対
象
の
旧
街
道
の
路
線
と
現
状
と
の
異
同
の 

概
略
を
把
握
す
る
。

〇
二
次
調
査

一
次
調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
調
査
員
に
ょ
る
現
地
調
査
を
実
施
す
る
。
 

⑹

調
査
対
象

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
佐
渡
奉
行
街
道
及
び
他
街
道
と
す
る
。

(

調
査
事
項)

④
 

道
.

河

川.

運
河
等
及
び
こ
れ
ら
に
沿
ぅ
遺
跡
、
例
え
ば
一
関.

番

所.

一
里 

塚
•

宿

場.

本

陣.

脇
本
陣•

庄
屋
等
屋
敷.

御
茶
屋.

詰

所•

御
仮
屋.

城

館. 

陣

屋.

奉

行

所•
古

戦

場.

会

所•

並

木.

石

畳•

橋

梁.

隧

道.

常

夜

燈.

道



標
.

地

蔵.

道
祖
神•

井

戸.

河

岸.

渡
船
場.

波
止
及
び
歴
史
的
名
所(

社

寺. 

札

所.

霊

場.

温

泉.

宿
坊
等)
.

名

勝
(

庭
園
等)

—

の
分
布
状
況
と
保
存
の
実 

態
。

©
 

無
形
文
化
財.

民
俗
文
化
財.

天
然
記
念
物
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

©
道
.

運
河
の
歴
史
的
意
義.

格
.

沿
革
。

®

 

河
川
の
歴
史
的
変
遷
。

@
 

沿
線
に
設
置
さ
れ
て
い
る
博
物
館.

郷
土
館•

資
料
館.

史
料
館
な
ど
の
公
開
施 

設
の
実
態
と
問
題
点
。

©
 

江
戸
時
代
の
国
界•
藩

界
(

正

保.

元

禄.

天
保)

及
び
郡
名
。

四
、
調
査
の
ま
と
め

報
告
書
は
、A
4

版
サ
イ
ズ
と
し
、
縦
書
き
、
二
段
組
み
と
す
る
。
道
、
運
河
ご
と
に 

分
冊
と
し
作
成
す
る
。

保
存
資
料
は
、
地

図.

写

真.

そ
の
他
と
し
、
文
化
財
保
護
課
に
保
存
し
、
県
民
の
利 

用
に
供
す
る
。



I佐渡奉行街道の概観

I

佐
渡
奉
行
街
道
の
概
観

一
、
街
道
の
名
称=

佐
渡
奉
行
街
道

中
山
道
を
本
庄
宿
か
ら
分
か
れ
て
玉
村
—
総
社
—
渋
川
へ
の
街
道
は
、
三
国
街
道
の
古 

道
で
あ
る
。
高
崎
—
金
古
—
渋
川
の
三
国
街
道
も
元
禄.

正
徳
の
こ
ろ
に
整
備
さ
れ
、
高 

崎
城
下
の
繁
栄
と
と
も
に
、

い
つ
し
か
金
古
道
が
三
国
街
道
の
本
街
道
の
ょ
ぅ
に
な
っ
て 

し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
新
潟
奉
行
は
金
古
道
を
通
っ
た
記
録
は
あ
る
が
、
佐
渡
奉
行
は
後 

世
ま
で
総
社
を
通
る
古
道
を
通
行
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
佐
渡
奉
行
街
道
、
佐
渡
往
還 

な
ど
と
呼
ん
で
区
別
す
る
人
も
多
い
。
し
か
し
、
古
文
書
に
記
載
さ
れ
た
例
で
は
、
三
国 

道
、
三
国
通
り
と
記
載
さ
れ
た
の
が
多
く
、
時
に
は
渋
川
道
、
玉
村
道
な
ど
と
記
さ
れ
た 

古
地
図
な
ど
も
あ
る
。

元

文

三(•

一
七
三
八)

年
の
新
旧
両
道
の
荷
物
争
い
の
文
書
に
は

「拙
者
共
村
方
中
山
道
本
庄
宿
占
玉
村
へ
掛
り
三
国
道
佐
渡.

越
後•

沼
田.

我
妻
へ
往 

来
馬
次
二
而
、
御
朱
印•

御
蠟
御
用.

御
縮
並
二
佐
渡
御
奉
行
旅
都
毎
年
御
通
り
、
其
外
越 

国
御
大
名
様
方
ハ
勿
論
家
中
様
方
、
以
御
先
触
古
来6

渋
川6

八
木
原•

大
久
保.

惣
社
町 

.

玉
村
迄
継
送
り
…
…
」(

『総
社
町
誌
』)

と
あ
る
。
ま
た
、
宝

暦

九(

一
七
五
九)

年
十
一
月
の
「中
山
道
新
町
宿
助
郷
役
紛
争
の 

問
屋
返
答
書
」
に
は

「其
上
先
年
ハ
三
国
通
往
来
之
儀
本
庄
宿6

相
分
り
玉
村
江
継
合
、
夫6

佐
州
下
越
後
筋
江 

往
来
致
シ
候
二
付
、
新
町
宿
江
者
相
懸
リ
不
申
候
処
、
近
年
ハ
高
崎
宿6

相
分
り
金
古
通
り 

往
来
二
相
成
、
佐
州
下
越
後
筋
御
用
御
通
リ
ハ
不
及
申
上
、
右
筋
之
御
大
名
様
方
御
家
中
御

荷
物
共
二
新
町
宿
御
通
り
ー
ー
御
座
候-

付.

」(

『群
馬
県
史
』
資
料
編9)

と
あ
る
。
ま
た
、
古
地
図
「利
根
川
河
岸
絵
図
」(

須
賀
太
郎
氏
蔵.

安
永
こ
ろ
と
推
定) 

に
も
、
藤
木
河
岸
か
ら
烏
川
を
渡
り
角
淵
—
玉
村
と
道
路
の
線
が
引
か
れ
、
玉
村
の
先
に 

r

三
国
通
り
」
と
あ
る
。

三
国
道
ま
た
は
三
国
街
道
と
記
さ
れ
た
例
で
は
、
延

享

四(

一
七
四
七)

年
四
月
の
植 

野
村
銘
細
帳
に
は

「
橋
長
六
間
、
横
弐
間
、
板
橋

>s
ケ
所
、
是
ハ
越
後
三
国
海
道
当
村
給
人
屋
敷
境
目
二
御
座 

候
」(

『総
社
町
誌
』)

と
あ
り
、
安
永
こ
ろ
と
推
定
の
「
利
根
川
河
岸
絵
図
」(

倉
賀
野
須
賀
太
郎
所
蔵)

に
は
、
 

藤
ノ
木
川
岸
か
ら
烏
川
を
渡
り
角
淵
村
へ
の
道
先
にr

三
国
道
」
と
あ
る
。
ま
た
、
文
化 

四
(

一
八
〇
七)

年
と
推
定
さ
れ
る
「例
幣
使
道
分
間
延
絵
図
」
に
ょ
る
と
、
玉
村
宿
の 

西
の
滝
新
田
村
の
と
こ
ろ
に
「
三
国
街
道
」
と
あ
り
、
玉
村
宿
の
部
分
に
「
三
国
道
中
山 

道
本
庄
宿
江
至
ル
」
と
あ
る
。

な
お
、
佐
渡
奉
行
川
路
三
左
衛
門
が
玉
村
宿
通
過
の
天
保
十 

一
(
一

 

八
四
〇)

年
七
月 

四
日
の
玉
村
宿
問
屋
記
録
に
は
「当
惣
社
町
之
内
刀
根
川
分
水
田
方
養
水(

備
前
堀)

昨 

昼
方
大
雨
二
而
三
国
往
来
押
渦
巻
、
人
馬
之
往
来
相
成
兼
候
」
と
あ
る
。

以
上
の
ょ
ぅ
に
、
こ
の
街
道
は
、
近
世
に
お
い
て
は
三
国
通
り
、
三
国
道
、
三
国
海
道
、
 

三
国
往
来
な
ど
と
公
式
に
は
記
載
さ
れ
て
あ
り
、
佐
渡
奉
行
は
幕
末
ま
で
高
崎
—
金
古
— 

渋
川
道
を
通
行
せ
ず
、
こ
の
玉
村I

総
社
—
渋
川
道
を
必
ず
通
過
し
て
い
る
の
で
、
通
称 

佐
渡
街
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、r

三
国
街
道
」
と
す
る
と
、
金
古
通
り
と
混
同
す
る 

故
、
「
三
国
通
り
佐
渡
奉
行
街
道
」
と
し
て
区
別
し
、
以
下
こ
の
表
現
を
用
い
て
記
述
す
る
。



二
、
交
通
路
の
変
遷

関
東
と
越
後
を
結
ぶ
交
通
路
は
、
政
権
の
中
心
が
鎌
倉
に
移
っ
た
こ
と
か
ら
重
要
性
を 

増
し
、
三
国
峠
を
越
え
て
上
野
国
の
中
央
部
を
通
り
、
鎌
倉
街
道
の
伝
承
を
も
つ
幾
筋
か 

の
道
を
通
っ
て
鎌
倉
に
通
じ
て
い
た
。

こ
の
佐
渡
奉
行
街
道
は
、
中
世
後
期
の
こ
ろ
か
ら 

で
あ
ろ
う
。
中
世
前
期
ま
で
は
、
上
野
国
府
を
通
過
す
る
古
道
が
こ
の
道
に
並
行
し
て
通
っ 

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

上
野
国
府
は
、
現
在
の
前
橋
市
元
総
社
町
の
上
野
国
総
社
神
社
を
中
心
と
し
た
地
域
に 

あ
り
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
上
野
国
府
の
中
心
か
ら
南
へ
直
線
の
道 

路
跡
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
南
北
線
は
倉
賀
野
に
達
し
て
い
る
。
倉
賀
野
か
ら
は
鎌
倉
街
道 

に
よ
り
、
武
蔵
国
鉢
形
へ
通
じ
る
道
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
野
国
府
か
ら
北
へ
の
道
は
、
 

吉
岡
村
三
之
宮
神
社
へ
通
じ
る
古
道
が
当
然
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
元
総
社
町
の
西
か
ら 

山
王
廃
寺
の
西
を
通
り
、
前
橋
市
高
井
町
の
西
の
「東
西
堀
」
に
沿
っ
た
古
道
を
延
長
す 

る
と
三
之
宮
に
通
じ
る
。

こ
の
筋
に
は
女
堀
と
呼
ば
れ
る
古
代
の
水
利
開
発
を
思
わ
せ
る 

帯
状
の
長
い
土
地
区
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
沿
っ
て
北
上
す
る
と
三
之
宮
神
社
の
東
に
達 

し
そ
の
先
に
木
戸
の
地
名
が
あ
り
、
八
木
原
へ
の
道
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が 

古
代
か
ら
中
世
前
期
の
道
で
あ
り
、
そ
の
延
長
は
有
馬
廃
寺
跡
の
付
近
か
ら
渋
川
を
経
て 

白
井
に
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
コ
ー
ス
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
中
世
遺
物
も 

多
く
、
日
蓮
の
佐
渡
配
流
も
こ
の
道
を
護
送
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
渡
奉
行
街
道
よ
り
西
に
、
古
代
か
ら
中
世
前
期
ま
で
の
関
東
と
越
後 

を
結
ぶ
交
通
路
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
国
司
勢
力
の
衰
退
か
ら
上
野
国
府
の
も
つ
交
通
上 

の
重
要
性
が
な
く
な
り 

鎌
倉
か
ら
—
鉢
形
—
玉
村
—
総
社
—
白
井
と
中
世
の
有
力
な
在 

地
武
士
の
居
住
地
を
結
ぶ
道
が
重
要
性
を
お
び
て
き
た
。

こ
れ
が
近
世
佐
渡
奉
行
街
道
と 

ほ
ぼ
同
一
の
街
道
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
後
期
は
度
重
な
る
戦
乱
の
た
め
、
鎌
倉
と
北
上
州
と
の
往
来
も
さ
か
ん
に
な
る
。

白
井
長
尾
氏
を
は
じ
め
、
越
後
の
武
士
た
ち
も
鎌
倉
へ
の
往
復
が
度
々
あ
っ
た
は
ず
で
あ 

る
が
、
そ
の
交
通
路
を
も
っ
と
も
よ
く
記
し
た
の
は
『梅
花
無
尽
蔵
』
で
あ
ろ
う
。
太
田 

道
灌
に
信
任
さ
れ
て
い
た
僧
万
里
が
、
長
享
ニ
ニ 

四
八
八)

年
に
記
し
た
詩
集
で
あ
り
、
 

つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

長
享
二
戊
申
、
秋
九
月
二
十
七
日
、
自
武(

武
蔵)

之
鉢
形' 

赴
上
野
之
角
淵(

玉
村
町)

、
 

二
十
八
日
喫
角
淵
之
農
炊
、
赴
白
井
途
中
隔-

村
、
馬
上
望
拝
上
野
之
総
社
、
総
社
久
聞
今 

始
看
、
数
株
老
樹
斧
屠
残
、
神
猶
献
得
刺
君
寿
、
乱
後
村
肥
牛
臥
欄

長
享
二
年
と
い
え
ば
、
文
明
年
間
の
長
尾
景
春
の
反
乱
も
治
ま
っ
た
が
、
山
内
、
扇
谷 

の
両
上
杉
の
対
立
の
な
か
で
、
山
内
家
上
杉
定
正
の
家
宰
の
道
灌
は
、
離
合
常
な
く
不
安 

定
な
在
地
武
士
の
動
向
を
、
僧
万
里
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
白
井
の
景
春
は
、
こ
の
前
年 

の
長
享
元
年
に
は
定
正
に
属
し
て
い
る
の
で
、
万
里
は
そ
の
白
井
に
赴
く
た
め
鉢
形
城
か 

ら
上
野
に
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
鉢
形
—
角
淵
—
総
社
—
白
井
で
あ
る
が
、
「隔 

一
村
、
馬
上
望
拝
上
野
之
総
社
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
の
街
道
は
既
に
上
野
国
府
の 

所
在
す
る
総
社
神
社
か
ら
一
村
を
隔
て
る
位
置
を
通
過
し
て
い
た
の
で
、
恐
ら
く
利
根
川 

沿
い
の
近
世
の
佐
渡
奉
行
街
道
を
通
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
村
を
隔
て
て
は
、
 

街
道
と
総
社
神
社
の
間
に
あ
っ
た
大
友
村(

現
前
橋
市
大
友
町)

で
あ
る
。
「乱
後
村
肥
牛
」
 

は
、
景
春
の
文
明
期
の
乱
を
さ
し
た
も
の
で
あ
り
、
白
井
城
か
十
五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
長 

尾
昌
賢
に
よ
り
勢
力
を
の
ば
し
、
白
井
の
繁
栄
が
は
じ
ま
る
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
近
世 

の
佐
渡
奉
行
街
道
は
、
越
後
と
関
東
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
と
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ 

る
。こ

の
交
通
路
の
変
遷
上
の
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
玉
村
付
近
で
あ
る
。
中
世
は
鉢
形
— 

角
淵
—
玉
村
で
あ
る
が
、
利
根
川
変
流
以
前
は
、
武
蔵
国
は
鉢
形
—
児
玉
—
勅
使
河
原
を 

通
り
、
神
流
川.

烏
川
を
渡
り
角
淵
—
玉
村
へ
出
、
現
利
根
川
の
左
岸
を
北
上
し
た
こ
と 

も
あ
る
。
玉
村
に
は
鎌
倉
坂
の
地
名
も
あ
り
、
前
橋
市
下
川
淵
地
区
に
は
鎌
倉
街
道
の
呼 

称
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
利
根
川
の
変
流
に
よ
り
、
水
量
の
多
い
利
根
川
を
渡
る
こ
と 

な
く
、
利
根
川
右
岸
を
通
る
道
に
限
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。



I 佐渡奉行街道の概観

利
根
川
の
変
流
の
年
代
は
、
諸
説
あ
り
明
ら
か
で
な
い
。
応
永
年
間
説
、
永

享

元(

一

四
二
九)

年
に
長
尾
景
行
が
蒼
海
城
を
築
い
た
際
に
新
た
に
用
水
路
を
開
発
し
た
以
後
説
、
 

天
文
十
二(

一
五
四
三)

年
の
洪
水
に
ょ
る
変
流
説
な
ど
あ
る
が
、
七
分
川
、
三
分
川
の 

伝
承
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
利
根
川
は
前
橋
の
西
に
本
流
を
か
え
て
き
た 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

厩
橋
に
つ
い
て
は
論
外
で
あ
る
が
、
古
く
は
現
利
根
川
は
三
分
川
で
あ
り
、
そ
れ
が
次 

第
に
本
流
と
な
り
、
交
通
路
の
変
更
を
余
儀
な
く
し
、
玉
村
か
ら
厩
橋
へ
の
道
ょ
り
、
利 

根
川
右
岸
の
道
が
中
世
末
に
は
主
な
街
道
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
万
里
の
通
っ
た
道 

も
こ
の
右
岸
沿
い
の
道
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
武
蔵
国
か
ら
角
淵
へ
の
道
も
変
遷
が
あ
っ
た
。
中
世
前
期
の
児
玉
か
ら
角
淵
へ 

の
道
が
、
本
庄
か
ら
の
道
へ
と
か
わ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
主
街
道
に
な
る
。
そ
れ
は
戦
国 

時
代
以
後
で
あ
ろ
ぅ
が
、
こ
の
本
庄
—
角
淵
間
は
、

① 

本
庄
—
八
丁
河
岸
—
新
河
川
—
五
料
—
玉
村
宿

② 

本
庄
—
八
丁
河
岸
—
飯
倉
—
川
井
—
角
淵
—
玉
村
宿

③ 

本
庄
—
藤
木
河
岸
—
角
淵
—
玉
村
宿

④ 

本
庄
—
新
町
—
新
町
河
岸
一
角
淵
—
玉
村
宿

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。①

は
利
根
川
変
流
以
前
の
名
残
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、②

の
場
合 

は
飯
倉
の
本
陣
問
屋
の
清
水
家
所
蔵
古
文
書
の
な
か
に
飯
倉
を
通
過
し
た
荷
物
や
武
家
の 

泊
札
な
ど
が
あ
る
。

川
井
河
岸
に
近
接
し
、
出
水
時
な
ど
に
川
井
河
岸
が
渡
れ
な
い
時
な
ど
も
あ
り
、
本
陣 

が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
川
井
河
岸
は
、
総
社
か
ら
北
群
馬
地
方
の
年
貢
廻
米
の 

船
積
場
で
も
あ
り
、

一
御
米
附
送 

,

川
井
河
岸
迄
道
法
五
里
之
所
百
姓
役
二
附
送
リ
申
候 

(

「寛
延
二
年
惣
社
町
銘
細
帳
」) 

な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、
飯
倉
の
清
水
本
陣
文
書
に
は

登
り
荷
弐
百
五
拾
駄

此

荷

品

塩.

茶
•

糖
.

干
鰯.

太
物•

綿
•

水
油.

せ
と
其
他
品
々

と
も
記
さ
れ
、
川
井
河
岸
で
烏
川
を
渡
っ
て
下
茂
木
—
角
淵
—
玉
村
宿
、
或
は
下
茂
木
— 

上
茂
木
—
玉
村
宿
の
通
路
で
往
来
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

④

の
街
道
は
佐
渡
奉
行
や
そ
の
配
下
の
武
士
も
こ
の
コ
ー
ス
を
渡
っ
て
い
る
が
、
佐
渡 

へ
の
赴
任
の
奉
行
通
行
は
な
い
。
佐
州
御
金
御
奉
行
安
部
左
衛
門
の
場
合
も
帰
路
で
あ
る
。
 

お
そ
ら
く
正
式
に
は
佐
渡
奉
行
通
行
の
街
道
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は 

宝
暦
九

(一

 

七
五
九)

年
十
一
月
の
「中
山
道
新
町
宿
助
郷
役
紛
争
に
つ
き
問
屋
返
答
書
」
 

こ

「其
上
先
年
ハ
三
国
通
往
来
之
儀
、
本
庄
宿6

相
分
リ
玉
村
江
継
合
、
夫6

佐
州
下
越
後
筋 

江
往
来
致
シ
候
二
付
、
新
町
宿
江
者
相
懸
リ
不
申
候
」(
新
町
内
田
フ
ミ
氏
所
蔵
文
書
『群
馬
県
史
』
 

資
料
編9

所
収)

と
記
さ
れ
て
い
る
。④

の
コ
ー
ス
は
、
時
に
応
じ
て
利
用
さ
れ
た
程
度
で
、
三
国
通
と
記 

さ
れ
て
い
て
も
正
式
に
は
新
町
経
由
角
淵
の
道
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
四
本
の
コ
ー
ス
何
れ
も
三
国
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
 

そ
の
時
々
の
都
合
に
よ
り
往
来
が
な
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
佐
渡
奉
行
が
通
過
し
た
道
は
、
 

②
.
③

の
コ
ー
ス
が
多
く
、
古
く
は③

を
正
式
な
道
と
し
た
が
、
川
の
水
勢
等
に
よ
り
、
 

ま
た
五
料
渡
し
と
の
関
係
か
ら②

も
多
く
な
り
、
飯
倉
の
本
陣
問
屋
な
ど
が
で
き
る
よ
う 

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
玉
村
か
ら
五
料
ま
で
の
例
幣
使
街
道
の
整
備
に 

よ
り①

の
往
来
も
あ
っ
た
が
、
正
式
の
佐
渡
奉
行
の
道
は
、
烏
川
筋
を
飯
倉
—
川
井
—

下 

茂
木
—
角
淵
と
西
上
し
、
角
淵
か
ら
玉
村
宿
の
中
ほ
ど
へ
出
る
道
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
玉
村
以
北
の
佐
渡
奉
行
街
道
は
、
利
根
川
の
川
欠
に
よ
る
一
部
街
道
が
西
に
移 

動
し
た
地
域
も
あ
る
。
大
渡
か
ら
総
社
の
間
は
、
明
治
以
後
に
お
い
て
も
川
欠
し
た
。
総 

社
の
城
下
町
の
関
係
で
は
、
天
狗
岩
用
水
沿
い
の
道
が
立
石
、
高
井
を
通
る
よ
う
に
な
っ 

た
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
渋
川
へ
入
っ
て
か
ら
は
、
中
世
の
白
井
へ
の
道
で
あ
っ
た
梅
ノ 

木
(

現
東
町)

で
落
合
を
渡
っ
て
行
く
道
は
つ
か
わ
れ
な
く
な
り
、
現
在
の
渋
川
の
宿
を 

西
上
し
、
元
宿
へ
出
、
金
井
へ
の
三
国
街
道
に
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
中
村
付
近



で
は
早
尾
神
社
の
西
を
通
る
道
と
国
道
十
七
号
に
出
る
道
と
が
あ
る
が
、
神
社
の
西
を
通 

る
道
筋
が
中
世
以
来
の
石
造
遺
物
も
あ
る
の
で
古
い
道
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
略
図
に 

す
る
と
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
な
る
。

三
、
街
道
の
利
用
者

近
世
の
街
道
は
、
大
名
の
参
勤
交
代
と
家
中
武
家
の
往
来
、
庶
民
の
物
資
輸
送
路
と
い 

ぅ
両
面
か
ら
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
前
者
は
幕
藩
体
制
維
持
上
、
後
者
は
商
品
流
通
の
発 

展
と
関
係
深
く
、
近
世
中
期
以
後
は
文
人
墨
客
や
庶
民
の
旅
行
も
さ
か
ん
に
な
っ
て
宿
駅 

は
城
下
町
と
と
も
に
地
方
都
市
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
街
道
筋
は
、
近 

世
初
期
に
総
社
城
が
廃
城
と
な
り
、
北
国
大
名
の
往
来
も
な
く
な
り
、
年
一
回
の
佐
渡
奉 

行
の
赴
任
の
ほ
か
は
大
き
な
行
列
も
な
く
、
脇
往
還
の
ょ
ぅ
に
な
っ
て

-L
ま
っ
た
。

佐
渡
奉
行
関
係
以
外
の
主
な
利
用
者
を
あ
げ
て
み
る
と
、
大
名
関
係
で
は
、
長
岡
藩
の 

牧
野
氏
の
家
臣
が
文
政
五(

一
八
ニ
ニ)

年
に
通
過
し
て
い
る
が
、
他
の
越
後
各
藩
の
利 

用
者
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
秋
元
氏
は
総
社
に
菩
提
寺
の
光
巌
寺
や
元
景
寺
の
あ 

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
墓
参
の
往
来
記
録
が
時
々
あ
る
。
文

政

四(

一
八
ニ
ー)

年
八
月
六 

日
と
同
九
日
に
江
戸
か
ら
総
社
の
往
復
で
二
八
八
人
の
人
足
が
玉
村
宿
で
用
意
さ
れ
、
弘

化

五

(
一

八
四
八)

年
三
月
も
三
三
人
ー
ー
五
疋
の
人
馬
が
伝
馬
助
郷
と
し
て
記
録
に
残
っ 

て
い
る
。
ま
た
、
酒
井
雅
楽
頭
も
、
前
橋
竜
海
院
が
前
橋
在
城
当
時
の
菩
提
寺
の
た
め
、
 

姫
路
移
転
後
も
江
戸
か
ら
墓
参
に
佐
渡
奉
行
街
道
を
幾
度
か
往
来
し
て
い
る
。
酒
井
氏
の 

場
合
は
、
帰
り
は
こ
の
道
を
通
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
記
録
が
な
い
。

こ
の
他
武
士
で
は
、
前
橋
藩
士
が
川
越
と
の
往
来
に
時
た
ま
往
来
し
、
沼
田
藩
士
、
岩 

鼻
代
官
な
ど
の
通
行
も
時
に
は
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
の
利
用
状
況
は
、

一
番
多
か
っ
た
の
は
江
戸
へ
の
年
貢 

米
輸
送
で
あ
る
。
「群
馬
郡
我
妻
郡
左
之
村
々
御
城
米
前
々
ョ
リ
川
井
河
岸
二
津
出
致
来
申 

候
(

享
保
十
ー 

ー
年
九
月
ー
ー
十
六
日
付
大
久
保
中
島
家
文
書)

」
と
四
拾
か
村
が
川
井
河
岸
ま 

で
廻
米
輸
送
す
る
に
は
こ
の
道
を
通
っ
た
。
そ
の
日
数
に
つ
い
て
は
「御
城
米
御
急
之
節 

ハ
船
頭
大
勢
掛
ケ
候
而
河
岸
出
仕
候
日
ョ
リ
六.

七
日
目
ニ 

ハ
急
度
江
戸
着
仕
候
様
二
可 

仕
候
、
風
雨
強
御
座
候
ニ
テ
モ
六
日
、
七
日
目
ニ 

ハ
無
間
違
着
舟
為
仕
可
申
候
」(

中
島
家 

文
書)

と
あ
る
。

こ
の
川
井
河
岸
積
出
し
に
つ
い
て
、
後
に
倉
賀
野
河
岸
積
穀
の
運
動
も 

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
総
社.

植
野
な
ど
の
村
銘
細
帳
に
は
川
井
河
岸
ま
で
年
貢
米
輸
送
の 

こ
と
が
あ
る
か
ら
、
每
年
秋
の
終
り
に
は
人
馬
の
往
来
も
あ
る
程
度
は
さ
か
ん
で
あ
っ
た 

と
思
わ
れ
る
。

江
戸
方
面
か
ら
の
荷
は
、
多
い
の
は
塩
、
ほ
し
か
な
ど
の
よ
う
で
、
延

享

四(

一
七
四 

七)

年

の

「
植
野
村
銘
細
帳
」(

『総
社
町
誌
』)

に
は
、

一
田
新
こ
や
し 

ま
く
さ
第
ー
ニ
入
申
候
、
又
ハ
ほ
し
か
、
こ
ぬ
か
入
れ
候
者
も
御
座
候
、
 

其
外
下
肥

一
作
間
商
人 

信
州
江
戸
日
光
に
而
ぬ
か
物.

ほ
し
か
売
出
し
仕
売
買
仕
候
者
弐
人
御
座 

戻
と
あ
る
。
肥
料
と
し
て
姚
子
方
面
の
ほ
し
か(

干
鰯)

が
川
井
で
陸
揚
げ
さ
れ
て
こ
の
街 

道
で
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
塩
に
つ
い
て
は
、
総
社
宿
な
ど
に
は
か
っ
て 

塩
問
屋
が
あ
り
、
中
継
さ
れ
て
北
毛
地
方
に
送
ら
れ
た
。
総
社
町
の
新
田
町
群
馬
家
は
そ 

の
塩
問
屋
を
し
て
い
た
伝
承
が
あ
る
。
塩
の
道
は
比
較
的
本
街
道
よ
り
裏
街
道
輸
送
が
多

佐渡奉行街道略図
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か
っ
た
こ
と
か
ら
、
渋
川
市
な
ど
に
塩
座
の
あ
っ
た
の
も
、
こ
の
街
道
を
送
ら
れ
て
き
た 

塩
が
市
に
出
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。
な
お
、
川
井
河
岸
の
登
り
荷
と
し
て
は
、
「塩
.

茶
. 

糖•
干

觸•

太

物•

綿.

水

油•

せ
と
そ
の
他
品
々
」(
飯
倉
清
水
氏
所
蔵
文
書)

と
あ
る
か
ら
、
 

塩
を
は
じ
め
日
用
雑
貨
類
が
こ
の
街
道
を
通
っ
て
当
然
北
毛
地
方
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
こ 

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
利
根
川
に
大
渡
、
実
政
、
五
料
な
ど
の
川
関
が
あ
っ
た
た 

め
、
下
流
の
平
塚
河
岸
な
ど
か
ら
の
荷
は
川
で
遮
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
関
所
通
過
の
な 

い
道
と
し
て
、利
根
川
右
岸
通
り
の
佐
渡
奉
行
街
道
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
越
後
方
面
か
ら
は
米
を
は
じ
め-

般
荷
物
も
輸
送
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
高 

崎
回
り
が
多
く
な
る
。

四
、
佐
渡
奉
行
の
通
行

十
六
世
紀
後
半
か
ら
佐
渡
の
鉱
山
は
注
目
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
な
り
、
慶
長
六(

一
六
〇
一) 

年
大
久
保
長
安
が
佐
渡
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
以
来
金
銀
の
産
出
が
激
増
し
、
全

盛

期(

一
 

六
一
八
—
二
八)

に
は
年
間
八
千
貫
の
銀
を
産
出
す
る
ほ
ど
で
、
寛
永
以
後
次
第
に
減
少 

し
、
寛

保
(

一
七
四
一
—
四
三)

以
後
は
年
間
二
百
貫
に
足
り
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
佐
渡
金
山
経
営
の
た
め
に
、
佐
渡
相
川
に
派
遣
さ
れ
た
の
が
佐
渡
奉
行
で
あ
る
。
 

佐
渡
奉
行
は
、
勘
定
奉
行
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
貢
賦
を
収
め
、
訴
訟
を
裁
許
し
、
北
辺 

の
動
静
を
監
視
す
る
任
務
も
あ
り
、
高
千
石
、
職
禄
一
五
〇◦

俵
百
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
、
 

配
下
に
は
組
頭
二
人
、
与
力
三◦

騎
、
同
心
七
〇
人
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
約
三
〇
〇
人
が 

お
か
れ
て
い
た
。
奉
行
の
人
員
は
、
慶
長
六
年
二
人
、
九
年
一
人
、
同
十
八
年
二
人
が
任 

命
さ
れ
、
寛
永
十
二
年
に
は
勘
定
奉
行
兼
帯
、
明
暦
二
年
に
一
人
、
正
徳
二
年
二
人
、
天 

保
十
四
年
一
人
、
弘
化
三
年
二
人
、
文
久
二
年
一
人
と
年
に
ょ
り
変
化
が
あ
っ
た
。

佐
渡
奉
行
の
こ
の
街
道
往
来
は
、
ほ
と
ん
ど
佐
渡
へ
行
く
場
合
で
、
江
戸
へ
の
帰
り
は 

佐
渡
の
金
銀
輸
送
が
北
国
街
道
か
ら
中
山
道
を
通
っ
て
い
た
の
で
三
国
峠
を
こ
え
て
く
る 

こ
と
は
記
録
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
金
銀
輸
送
に
は
、
宿
場
に
そ
れ
を
一
晩
保
管
す
る
た

め

の

「御
金
蔵
」
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
崎
な
ど
に
は
そ
の
蔵
が
あ
っ
た
が
、
こ
の 

佐
渡
街
道
の
上
州
の
各
宿
に
は
そ
の
設
備
が
な
い
。

佐
渡
奉
行
の
江
戸
出
立
は
、
三
国
の
雪
の
関
係
上
四
月
で
、
時
に
は
五
月
に
な
る
こ
と 

も
あ
っ
た
が
三
月
の
記
録
は
ま
れ
で
あ
る
。
行
程
は
大
体
寺
泊
ま
で
が
一
週
間
か
十
日
で
、
 

一
日
に
七
里
か
ら-

〇
里
と
い
ぅ
き
つ
い
行
程
が
組
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
を
出
て
桶
川
付 

近
、

つ
ぎ
は
深
谷
か
本
庄
で
、
三
日
目
に
上
野
に
入
り
、
本
庄
を
出
る
と
渋
川
泊
り
が
多 

く
、
深
谷
の
場
合
は
総
社
泊
り
で
あ
る
。
そ
の
各
宿
の
距
離
は
、
本
庄
—
(

三
里)

—
玉 

村
— 
(

三
里
半)

—
総
社
— 
(

一

里)

—
大
久
保
— 
(

一
里)

—
八
木
原
— 
(

一
里
十
一 

町)

—
渋
川
と
続
き
、
こ
の
渋
川
で
高
崎
か
ら
の
三
国
街
道
と
合
わ
さ
り
金
井
—
北
奎
— 

横
堀
……

三
国
峠
へ
と
な
っ
て
い
た
。
玉
村
町
の
富
田
家
文
書
に
ょ
る
と
、
深
谷
—
渋
川 

の
例
は
四
例
、
本
庄I

渋
川
が
九
例
、
熊
谷I

玉
村
例
が
一
例
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
本 

庄
を
出
て
玉
村
で
昼
食
、
夕
刻
渋
川
着
で
あ
る
。
玉
村
泊
り
の
一
例
は
、
川
路
三
左
衛
門 

聖
謨
が
佐
渡
赴
任
の
と
き
で
、
出
水
の
た
め
の
変
更
で
あ
り
、
特
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
詳 

細
な
川
路
の
日
記
を
あ
げ
て
お
い
た
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

つ
ぎ
に
、
佐
渡
奉
行
通
行
の
事
例
を
玉
村
宿
と
大
久
保
宿
の
場
合
を
一
例
ず
つ
あ
げ
て 

お
く
。天

保
五
甲
午
年
四
月
廿
一
日
御
発
駕
廿
二
日
本
庄
泊
廿
三
日
通
行

佐
州
御
奉
行

一
若
林
市
左
衛
門
様

林
平
晋
右
衛
門
様

斉
藤
源
太
夫
様

人
足 

七
十
七
人 

人
足 

弐
百
七
拾
壳
人 

御
先
触
高 

触
出
し
高 

、
 

馬 

拾
六
疋 

馬 

三
拾
弐
疋

差
上
申
一
札
之
事

一
人
足 

百
六
拾
壳
人 

助
郷
勤

馬 

拾

蚤



-

人
足 

弐
拾
八
人

馬 

七
疋

右
者
佐
州 

御
奉
行
若
林
市
左
衛
門
様
御
通
行
二
付
、
為
人
馬
割
御
火
之
番
被
遊
御
出
張
、
 

以
御
威
光
、
書
面
之
人
馬
無
滞
御
継
立
仕
、
難
有
仕
合
二
奉
存
候 

以
上

玉
村
宿

天
保
五
午
年
四
月
廿
三
日 

問
屋 

吉

右

衛

門

名
主 

竹

内

佐

七

宜n

多

萬

作

殿
 

(

玉
村
町
富
田
秀
雄
氏
所
蔵
文
書)

天
明
三
年
の
『諸
願
上
証
文
之
控
』
に

佐
州
御
奉
行
石
野
平
蔵
様

四
月
十
一
日 

江
戸
御
出
立

四
月
十
一
日 

桶
川
御
泊
り

四
月
十
ー 

ー
日 

深

屋(

谷)

御
泊
り

四
月
十
三
日 

想
社
御
泊
り

四
月
十
四
日 

中
山
御
泊
り 

-

四
月
十
五
日 

浅
貝
御
泊
り

四
月
十
六
日 

六
日
町
御
泊
り

四
月
十
七
日 

寺
泊
御
泊
り
本
陣
下
宿
共
拾
五
軒

馬

拾

三

疋

内

本

馬

拾

疋

軽
尻
三
疋

人
足
弐
拾
八
人

人
割 

長
持 

拾
人

両
懸
鋏
箱
五
人

駕
籠 

四
人

竹
馬 

四
人

外
に
為
番
候
所
に
て
桃
燈
持
人
足
可
有
用
意
候
事

人
馬
送
高
之
覚

四
月
十
三
日
夕
詰

伝
馬 

五
疋 

植
野
村

" 

三
疋 

中
村

人
足 

六
人 

上
下
日
高
村

〃 

五
人 

高
井
村

〆

人

足

拾
^

人

伝
馬
八
疋

馬 

拾
疋
漆
原
村
相
対
を
以
て
借
り
申
候

馬 

六
拾
三
疋 

村
方
但
し
弐
度
勤

人
足
弐
百
六
拾
九
人
当
村

馬
〆
て
八
拾
春
疋
内
拾
三
疋 

本
馬

六
拾
八
疋
軽
尻

人
足
〆
て
弐
百
八
拾
人

右
之
通
り
人
馬
遣
高
差
上
奉
御
覧
入
候
以
上

問
屋

 

組
頭

御
元
〆
御
役
所 

名

主
中
島
宇
左
衛
門

(

大
久
保
中
島
宇
右
衛
門
家
文
書
、
『
吉
岡
村
誌.
』
所
収)

以
上
二
例
を
示
し
た
ょ
ぅ
に
、
佐
渡
奉
行
を
迎
え
る
各
宿
場
で
は
、
宿
場
人
足
で
は
と 

ぅ
て
い
人
員
が
不
足
し
、
近
村
に
助
郷
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ぎ
に
佐
渡
奉
行
の
通
行
状
況
を
、
大
久
保
宿.

玉
村
宿
の
資
料
か
ら-

表
に
ま
と
め 

て
み
る
と
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

佐
渡
奉
行
大
久
保
宿.

玉
村
宿
通
過
継
立
人
馬
一
覧
表

明
和 

八•

四.

ニ
ニ 

菅 

沼 

新
三
郎 

一
六
六
人 

四
六
疋

明

和

九
.

四•

ニ
ー 

長

山

百

助
 

一
六
六 

四
五

安

永

四
.

四•

二
三 

高

尾

弥

兵

衛
 

ニ
ニ
三 

五
〇

安

永

五
•

五.

九 

伊
田
十
郎
兵
衛 

一
九
三 

五
八

安
永 

六.

五.

ニ
ニ 

宇
田
川 

平 

七 

前
橋
ょ
り
伝
馬
九
疋
借
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天

明

二
•

四.

一
五 

戸

田

主

膳
 

七
八 

五
四

天

明

三
.

四.

一
三 

石

野

平

蔵
 

二
八
〇 

八
一 

天

明

五
.

四.

二
七 

石

野

平

蔵
 

不
明

伝
馬
拾
疋
上
下
日
高
村.

塚
田
三
ケ
村
よ
り
人
足
五
人
、
右
同
所
よ
り
馬
拾
八
疋
、
漆 

原
村
よ
り
相
対
か
り
、
八
木
原
へ
も
ぁ
い
馬
廿
疋
程
人
足
三
十
人
程
参
候
。

(

以

上

『
吉
岡
村
誌
』
中
島
家
文
書
よ
り)

天
明 

六•

四•

二
四 

根
岸
九
郎
左
衛
門 

不
明

天
明 

七.

四.

九 

久
保
田
十
左
衛
門 

二
七
八 

七
二 

文
政 

三•

四.

二
五 

水
野 

藤
左
衛
門 

三
六
四 

三
七 

文
政 

五•

六.

二
四 

泉

本
 

正

助
 

ニ
ニ
四 

二
四 

文

政

六
•

四.

二
五 

勝

垣

兵

衛
 

不
明

文

政

九
.

四.

二
六 

泉

本

正

助
 

一
八
八 

二
〇 

文
政
一
〇.

四.

二
七 

勝

垣

兵

衛
 

不
明

文
政
ー
ー.

四.

二
九 

泉

本

正

助
 

不
明

文
政
ー
ー
ー •

四•

ニ
ー 

鈴

木

伝

市

郎
 

不
明

文
政
一'

二.

四•

二
九 

泉

本
 

正

助
 

一
八
八 

二
〇 

天

保

二
.

五.

一
 

鈴

木

伝

市

郎
 

七
五 

一
四 

天

保

三
•

四.

二
三 

若
林
市
左
衛
門 

一
七
ー 

ー
九 

天

保

四
.

四.

二
五 

鈴

木

伝

市

郎
 

七
四 

一
四 

天
保 

五•

四•

二
三 

若
林 

市
左
衛
門 

ー
ー
七
一 

三
二 

天

保

六
.

四•

ー
 

ー
九 

鈴

木

伝

市

郎
 

七
三 

一
四 

天

保

八
.

三.

二
九 

篠

山

重

兵

衛
 

二
七
五 

三
三 

天

保

九
.

五.

四 

鳥
居
八
右
衛
門 

不
明

天
保
ー
ー 
•

四•

二
四 

川
路 

三
左
衛
門 

不
明

天
保
ー
ニ•

四.

二
五 

久
須
美
六
郎
左
衛
門 

一
八
八 

三
〇

弘

化

二
.

七.

一
六 

中

川

飛

弾

守
 

不
明

弘

化

三
.

五.

二
〇 

中

島

平

四

郎
 

不
明

弘

化

四
•

五.

一
 

中

川

飛

弾

守
 

不
明

弘
化 

四.

五•

一
九 

中

嶋

平

四

郎
 

不
明

嘉

永

二
.

四•

ーーー 

中

川

飛

弾

守
 

一
四
六 

一
六

(

以
上
玉
村
町
富
田
秀
雄
氏
所
蔵
「
従
文
化
十
五
寅
年
合
宿
御
継
立
并
大
通
行
扣
よ
り)

五
、
無
宿
人
佐
渡
送
り
の
道

こ
の
街
道
は
佐
渡
奉
行
の
通
行
と
と
も
に
、佐
渡
へ
の
公
儀
か
ら
の
連
絡
も
あ
っ
た
が
、
 

も
う
一
つ
の
大
き
な
特
色
は
無
宿
人
の
佐
渡
送
り
で
あ
っ
た
。

"

佐
渡
の
金
山
こ
の
世
の
地
獄,

と
い
わ
れ
、
無
宿
人
は
佐
渡
金
山
の
労
役
に
送
り
こ 

ま
れ
た
。
彼
等
は
唐
丸
籠
に
入
れ
ら
れ
、
毎
年
四
月
か
ら
八
月
の
間
に
佐
渡
奉
行
配
下
の 

も
の
が
そ
の
護
送
に
あ
た
り
、
宿
人
馬
の
継
送
は
な
く
、
通
し
人
足
で
送
ら
れ
た
よ
う
で 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
往
来
日
程
は
佐
渡
奉
行
の
場
合
よ
り
多
く
要
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 

ま
た
、
こ
の
場
合
は
お
定
賃
銭
で
な
く
、
宿
屋
へ
は
木
銭
と
米
代
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
無
宿
送
り
を
迎
え
た
宿
々
で
は
、
万
一
取
逃
し
で
も
す
る
と
大
変
で
あ
り
、
 

夜
番
を
た
て
、
問
屋
名
主
連
名
で
無
宿
者
預
り
の
証
文
を
出
し
て
厳
重
に
警
戒
に
あ
た
っ 

た
。
三
国
街
道
の
金
井
宿
な
ど
に
は
土
牢
ま
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
街
道
四
宿
に
は
、
 

そ
の
牢
屋
風
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
無
宿
送
り
の
状
況
を
示
す
文
書
の
一
例
を
つ 

ぎ
に
掲
げ
て
お
く
。

天
保
二
辛
卯
四
月
廿
日
御
止
宿

佐
渡
御
奉
行
様
御
支
配

一
竹
本
良
右
衛
門
様
無
宿
拾
三
人
御
召
連

内̂

人
鴻
之
巣
二
而
病
死
拾
弐
人
二
成

竹
本
様
御
宿 

鷲
五
郎 

荷
宿 

庄
五
郎
店 

平
兵
衛

下
才
領
衆
宿
三
益

無
宿
四
人
忠
兵
衛

無
宿
四
人 

八
十
九
郎
店 

長
五
郎

無
宿
四
人
友
衛
門 

,



差
上
申
無
宿
預
證
文
之
事

一
無
宿
弐
拾
壳
人 

但
目
籠I

一
入

右
者
今
般
江
戸
表6

佐
州
表
江
御
召
連
被
遊
候
処
、
今
七
日
夕
当
宿
御
止
宿
二
付
、
右
無
宿 

目
籠
之
儘
私
共
江
被
成
御
預
、
糙

I

一
奉
預
候
、
然
ル
上
者
不
寝
之
番
人
附
置
大
切
二
相
仕 

候
、
万
一
取
逬
し
候
ハ 

ハ
私
共
何
様
之
越
度
二
も
可
被
仰
付
候
。
其
節
一
言
之
儀
申
上
間
敷 

候
、
依
之
預
り
一
札
差
上
申
処
如
件

御
支
配
所
右
同
断 

問
屋

年
寄

松
平
大
和
守
領
分
玉
村
宿

支

配

役

斎

見

兵

蔵

御
先
拂
役
弐
人

人
馬
割
役
害
人

火
之
番
役
春
人

問
屋 

四
人

年
寄 

四
人

(

文
政
元
年) 

帳

附

四

人
 

寅
八
月
十
日 

世
話
役
拾
弐
人

馬
差 

弐
人

右
は
玉
村
宿
問
屋
富
田
秀
雄
氏
所
蔵
の
文
書
で
あ
る
が
、
火
之
番
の
取
締
役
ま
で
立
て
、
 

不
寝
番
を
し
た
の
で
あ
る
。

佐
渡
送
り
の
無
宿
人
の
人
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
毎
年
一
回
に
ま
と
め
て
送
ら
れ
た
よ 

ぅ
で
あ
り
、
平
年
は
十
数
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
四•

五
人
宛
宿
に
分
散
し
て
預
け
て
お 

い
た
が
、

一
番
人
数
の
多
か
っ
た
年
は
天
保
六(

一
八
三
五)

年
で
、
平
年
の
四
倍
近
い 

無
宿
人
の
数
で
あ
る
。

こ
れ
は
水
野
忠
邦
が
こ
の
前
年
天
保
五
年
に
老
中
に
な
り
、
無
宿 

人
取
締
り
が
急
に
厳
し
く
な
っ
て
多
く
捕
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
保
七
年
以
後
減
少 

し
て
い
る
の
は
、
無
宿
人
狩
り
の
厳
し
さ
か
ら
、
彼
等
も
警
戒
し
た
た
め
で
あ
ろ
ぅ
。
江 

戸
末
期
の
玉
村
宿
の
無
宿
人
預
り
の
状
況
を
示
す
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

玉
村
宿
通
過
の
佐
渡
送
り
無
宿
人
数

文
政
元
年
八
月
七
日 

無
宿
人 

ニ
ー
人

文
政
三
年
四
月
十
八
日 

無
宿
人 

九
人

文
政
四
年
七
月
二
十
日 

無
宿
人 

八
人

文
政
六
年
四
月
十
一
日 

無
宿
人 

一
四
人

文
政
七
年
八
月
三
十
日 

無
宿
人 

九
人

文
政
九
年
四
月
二
十
三
日 

無
宿
人 

五
人

文
政
十
年
八
月
一
日 

無
宿
人 

ー
ニ
人

文
政
十
二
年
八
月
五
日 

無
宿
人 

ー
ニ
人

天
保
二
年
四
月
二
十
四
日 

無
宿
人 

一
三
人

天
保
三
年
八
月
十
一
日 

無
宿
人 

一
三
人

天
保
五
年
四
月
十
七
日 

無
宿
人 

一
九
人

天
保
六
年
閏
七
月
十
五
日 

無
宿
人 

四
四
人

天
保
八
年
三
月
二
十
五
日 

無
宿
人 

ー
ー
人

天
保
十
三
年
一
月
二
十
一
日 

無
宿
人 

一

〇
人

嘉
永
三
年
四
月
二
十
三
日 

無
宿
人 

九
人

(

富

田

秀

雄

氏

所

蔵

「
従
文
化
十
五
寅
年
合
宿
御
建
立
并
大
通
行
扣
」
ょ
リ)

六
、
街
道
往
来
の
日
記

こ
の
街
道
は
、中
世
以
来
の
古
い
街
道
の
た
め
、
戦
国
時
代
の
諸
将
の
往
来
も
繁
く
あ
っ 

た
が
、
紀
行
文
と
し
て
は
、
前
に
も
記
し
た
僧
万
里
が
長
享
二(

一
四
八
八)

年
に
記
し 

た

『梅
花
無
尽
蔵
』
が
あ
り
、
近
世
初
期
に
は
、
寛
永
十
六(

一
六
三
九)

年
に
豊
後
国
岡 

城
主
中
川
内
膳
正
久
盛
の
室
が
、
江
戸
か
ら
本
庄
を
通
り
こ
の
街
道
に
入
り
、
伊
香
保
へ 

赴
い
た
と
き
の
『伊
香
保
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
総
社
宿
の
光
巌
寺(

秋
元
氏
菩
提
寺) 

の
こ
と
が
詳
細
で
あ
り
、
玉
村
宿
な
ど
の
ま
だ
整
備
が
不
十
分
の
様
子
が
ぅ
か
が
え
る
。
 

近
世
後
期
に
な
る
と
、
文
人
の
往
来
も
さ
か
ん
に
な
り
、
天

明

六(

一
七
八
六)

年
に



I 佐渡奉行街道の概観

は
奈
佐
勝
皐
が
『
山
吹
日
記
』
に
大
久
保
か
ら
総
社
ま
で
の
こ
と
を
記
し
、
天
保
六 
(

一

八
三
五)

年
に
は
、
伊
勢
崎
藩
士
の
長
尾
景
範
が
『樽
紀
行
』
の
な
か
で
、
渋
川
の
大
崎 

で
利
根
川
を
渡
り
、
八
木
原.

大
久
保.

総
社
を
経
て
大
渡
を
渡
っ
て
前
橋
へ
行
く
ま
で 

を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
保
あ
る
年
七
月
と
記
さ
れ
た
伊
勢
崎
在
の
伊
与
久
の
儒
者 

深
町
北
荘
の
『草
津
温
泉
紀
行
』
に
大
渡
—
総
社
—
大
久
保
を
経
て
水
沢
へ
の
記
録
が
あ 

る
。こ

れ
ら
の
紀
行
文
に
比
べ
、
こ
の
街
道
筋
の
状
況
を
か
な
り
詳
細
に
記
し
た
も
の
と
し 

て
、
高
山
彦
九
郎
の
『赤
城
行
』
と
幕
末
の
俊
才
川
路
三
左
衛
門
の
佐
渡
奉
行
と
し
て
赴 

任
す
る
際
に
記
し
た
『島
根
の
す
さ
み
』
が
あ
る
。
高
山
彦
九
郎
日
記
に
つ
い
て
は
近
年 

再
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
要
点
の
み
を
記
し
、
『島
根
の
す
さ
み
』
は
、
本
街
道
関
係
部
分
を 

記
し
て
お
く
。

高
山
彦
九
郎
日
記

こ
の
日
記
は
、
高
山
彦
九
郎
日
記
の
『
赤
城
行
』
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
安
永
二 
(

一

七
七
三)

年
十
一
月
十
四
日
に
細
谷
村(

現
太
田
市)

を
出
発
し
、
赤
城
山
を
越
え
、
米 

野
、
白
井
、
伊
香
保
、
渋
川
、
野
田
、
大
久
保
、
総
社
、
前
橋
、
伊
勢
崎
を
経
て
十
九
日 

細
谷
村
へ
帰
る
ま
で
の
六
日
間
の
日
記
で
あ
る
。
ぅ
ち
、
こ
の
街
道
に
関
係
す
る
部
分
を 

中
心
に
抜
粋
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

十
六
日.

八
崎6

眞
西
に
渋
川
の
町
家
ミ
ゆ
、
吾
か
尋
行
く
手
川(

現
渋
川
市)

も
眼
下 

に
ミ
ゆ
れ
共
直
ハ
行
れ
す
。
乾
に
む
か
ひ
渡
り
を
わ
た
る
利
根
川
也
。
西
岸
三
四
十
間
斗
大 

岩
つ
つ
き
川
幅
三
十
間
余
と
ミ
ゆ
、
次
に
白
井
宿
南
北
通
の
町
家
也
、
家
作
り
ハ
八
崎
の
如 

き
に
あ
ら
ず
、
米
野6

是
迄
三
里
、
此
所6

渋
川
へ
渡
る
に
ハ
も
く 
(

木H)  

へ
出
て
又
南
へ 

行
き
渋
川
江
至
る
。
今
年
の
夏
の
大
水
に
て
も
く
の
橋
落
ち
て
わ
た
る
こ
と
あ
た
ハ
す
。
お 

の
こ
の
渡
し
と
い
ふ
を
わ
た
り
ぅ
は
嶋
と
い
ふ 

へ
行
き
又
南
へ
経
て
金
井•

渋
川
宿
江
至 

る
と
な
ん
、
…
…
我
ハ
か
く
往
か
す
し
て
此
辺
の
人
の
誨
に
ま
か
せ
白
井
の
者
を
雇
ひ
銭
一 

百
銅
遣
し
町
家6

少
南
へ
行
長
尾
景
春
入
道
伊
玄
か
城
跡
二
重
を
歴
、
本
丸
の
址
を
見
下
る 

こ
と
一 

丁
斗
に
て
川
の
は
た
に
着
き
人
に
お
ハ
れ
て
渡
り
越
す
。
城
の
南
に
秋
葉
の
社
あ

り
、
是
景
春
の
時
に
ま
つ
る
と
そ
、
城
中
な
り.

此
川
も
く
川
に
て
吾
妻
川
と
い
ふ
、
川 

幅
利
根
川6

広
し
、
是
ハ
吾
妻
郡6

流
れ
出
る
故
号
す
と
、
わ
た
り
て
あ
く
津
村
次
に
渋
川 

町
東
西
の
通
也
、
白
井6

坤
方
に
て
半
里
に
足
ら
す
、
こ
こ
に
暫
く
休
む
。
此
所
ハ
北
国
道 

な
り
…
…
此
町
の
東
へ
通
り
て
江
戸
道
な
り
、
今
こ
こ
は
大
名
衆
も
通
ら
ぬ
と
な
り
、
総
社 

へ
出
て
玉
村
と
行
中
山
道
ほ
う
し
と
へ
出
り
、
総
社
迄
三
里
と
な
り
、
我
ハ
金
子
道
へ
出
て 

街
道
を
行
き
手
川
へ
至
り
小
家
へ
寄
て
大
嶋
氏
を
尋
ね
案
内
を
乞
ふ
。
…
…
此
所
の
人
ハ
八 

崎
へ
か
の
ち
か
道
を
通
り
ゆ
く
と
な
り
、
利
根
川
を
わ
た
る
に
漁
者
の
石
取
船
に
の
り
渡
る 

と
云 

へ
り
、
是
ハ
米
野6

直
に
手
川
へ
近
道
あ
り
と
い
ふ
。
是
は
米
野
の
西
南
は
ん
田
村(

半 

田)

と
い
ふ
所
に
て
利
根
川
を
わ
た
り
中
村
と
い
ふ
に
か
か
り
手
川
へ
来
れ
ハ
僅
に
二
里
斗 

と
な
ん
。
此
所
作
渡
し
に
て
常
に
ハ
渉
り
な
し
。
作
物
の
取
収
時
な
ら
て
ハ
序
な
し' 

又
所 

の
人
通
せ
さ
れ
ハ
わ
た
る
こ
と
あ
た
ハ
す
。
都
て
も
く
の
関
ゆ
へ
に
わ
た
り
む
つ
か
し
、
ミ 

な
お
も
て
む
き
な
ら
す.

十
八
日(

伊
香
保
—
水
沢
—
野
田
を
経
て)

小
橋
を
わ
た
り
ま
つ
り
村(

溝
祭
村)

次
に
渋 

川
占
総
社
江
の
道
と
あ
ひ
、
こ
こ
に
小
橋
あ
り
、
左
の
方
漆
原
村
也
と
そ
、
大
久
保
を
経
て
上 

へ
の
村
、
此
辺6

平
原
の
地
也
、
里
も
亦
宣
し
、
渋
川̂
-

惣
社
江
の
馬
借
ハ
渋
川6

や
ぎ
ハ 

ら
ヘ
ー
里
の
馬
借
、
又
一
里
来
て
大
久
保
村
馬
借
、
大
久
保
村6
 
一
里
惣
社
と
つ
ぐ
、
す
べ 

て
惣
社
へ
三
里
と
そ
、
上
野
村(

植
野
村)

の
次
惣
社
宿
家
数
四
百
軒
斗
大
体
の
町
也
…
… 

十
八
日
、
天
気
よ
く
暮
て
惣
社
に
着
き
問
屋
に
か
か
り
宿
る
。
問
屋
ハ
曾
我
五
郎
兵
衛
、
宿 

ハ
九
兵
衛
と
い
ふ
…
…

十
九
日
、
五
ッ
時
分
宿
を
立
ぬ
。
宿
の
者
共
送
り
出
ッ
、
か
れ
ら
に
昨
夜
よ
り
物
語
杯
し
て 

聞
し
む
、
昨
夜
も
ち
杯
ふ
る
ま
ハ
れ
た
り
、
町
の
中
右
に
光
岸
寺
と
い
ふ
天
台
宗
の
寺
あ
り 

五
十
石
と
い
へ
り
、
大
渡
村
人
家
を
出
て
左
へ
転
し
利
根
川
を
わ
た
り
番
所
有
、
是
を
大
渡 

の
番
所
と
い
ふ
。
北
越
よ
り
江
戸
江
の
街
道
有
、
利
根
川
を
わ
た
ら
ず
し
て
直
に
行
て
惣
社 

よ
り
さ
ね
ま
さ(

実
政)

へ
二
里
、
玉
村
に
三
里
半
、
玉
村6

御
料
江
一
里
半
、
五
料
よ
り 

ほ
う
し
と
へ
二
里
、
惣
社
よ
り
ほ
う
し
と
へ
七
里
熊
谷 
へ
十
二
里
也
と
い
へ
り
。

(

『
高
山
彦
九
郎
全
集
』
第
一
卷)



川
路
聖
謨
の
「島
根
の
す
さ
み
」

こ
の
日
記
は
、
佐
渡
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
川
路
が
天
保
十
一(

一
八
四
〇)

年
六
月
八 

日
に
江
戸
出
立
し
、
天
保
十
二
年
五
月
二
十
六
日
の
江
戸
帰
宅
迄
の
日
記
で
、
帰
り
は
北 

国
街
道
を
経
て
中
山
道
を
通
過
し
、
十
一
日
間
で
佐
渡
か
ら
江
戸
へ
帰
っ
て
い
る
が
、
行 

き
の
三
国
道
通
行
は
、
十
五
日
を
要
し
て
い
る
。
通
過
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
十
三
日(

六
月)

強
雨
六
半
時
本
庄
宿
を
た
ち
て
新
岸
村
の
船
渡
を
渡
る
こ
こ
は
神 

奈
川
利
根
川
落
合
の
場
所
也
、
き
の
ふ
ょ
り
け
さ
の
強
雨
に
而
水
か
さ
俄
に
ま
さ
り
今
に
も

と
ま
る
へ
き
勢
お
そ
ろ
し
き
事
也
、
某
か
船
は
高
せ
い
う
も
の 

也' 

船
人
十
人
計
に
而
棹
も
て
を
し
た
り
し
か
中
流
に
て
い
か 

り
な
と
投
入
た
る
さ
ま
こ
と
こ
と
し
漸
わ
た
り
こ
へ 

て
玉
村
宿 

に
い
た
る
、
其
み
ち
に
て
新
岸
村
名
主
九
右
衛
門
宅
に
而
小
休 

せ
し
頃
よ
り
又
一 

人
の
強
雨
に
而
往
来
の
水
脛
を
没
す
る
位 

也
、
四
半
時
計
に
玉
村
宿
本
陣
政
之
進
方
に
而
ひ
る
か
れ
い
給 

う
へg

gls

l?
哋
夫
よ
り
萩
原
村
と
い
、つ
方
江
向
ひ
參
り 

し
に
雨
は
弥
增
た
る
事
に
而
か
の
玉
村
宿
十
町
計
参
り
し
に
、
 

左
に
は
二
間
計
の
堀
右
に
は
三
尺
計
の
講
あ
り
、
其
う
ち
に
漸 

歩
行
へ
き
程
の
み
ち
あ
り
し
を
左
右
共
に
水
溢
れ
て
い
つ
れ
を 

道
と
定
か
ね
た
り
、
よ
つ
て
杖
払
の
も
の
に
案
内
さ
せ
て
か
の 

繩
手
道
十
町
計
参
り
し
に
、
吉
田
重
助
先
よ
り
は
し
り
来
り
俄 

に
堀
水
ま
し
道
を
破
り
往
来
へ
水
た
た
へ
人
馬
怪
我
難
計
候 

ま
ゝ
は
や
御
引
か
へ
し
候
へ
し
、
乗
馬
を
も
牽
た
り
し
か
渡
り 

か
ね
た
る
故
か
へ
り
来
る
よ
し
を
申
し
ぬ
さ
ら
は
畑
の
中
を
押 

通
れ
と
申
せ
し
に
畑
の
う
ち
も
土
う
み
て
腰
を
没
し
歩
行
な
ら 

す
中
々
多
人
数
の
往
来
な
る
へ
か
ら
さ
る
よ
し
を
申
し
ぬ
よ
つ 

て
案
内
の
も
の
に
聞
し
に
こ
、
は
利
根
川
へ
り
を
た
と
り
行
也 

こ'

は
越
ゆ
と
も
先
に
か
ゝ
る
所
あ
る
へ
し
独
行
も
い
た
し
候 

は
ゝ
知
ら
す
馬
の
道
は
あ
る
へ
か
ら
す
と
申
す
よ
つ
て
家
来
共 

も
う
ち
よ
せ
て
強
雨
の
う
ち
に
立
な
か
ら
議
せ
し
に
も
と
の
み

ち
へ
帰
る
の
外
あ
る
へ
か
ら
す
と
の
事
故
早
か
へ
し
候 
へ
と
申
せ
し
に
左
右
の
堀
溝
に
て 

上
下
百
人
計
の̂
?

の
い
か
む
と
も
す
へ
か
ら
す
、
さ
れ
共
某
か
肩
輿
は
水
深
き
所
は
さ
し 

な
と
し
て
漸
に
も
と
の
玉
村
へ
帰
り
ぬ
、
夫
よ
り
み
ち
を
替
む
と
申
せ
し
に
く
ら
か
の
宿 

へ
行
み
ち
に
は
小
川
あ
り
こ
れ
も
水
み
ち
て
渡
ら
れ
す
と
申
せ
は
無
余
義
け
ふ
は
こ
、
に 

や
と
り
ぬ
、
い
ま
た
み
ち
の
斯
な
ら
さ
り
し
前
に
先
立
と
し
て
長
持
に
附
添
時
太
郎
は
わ 

た
り
越
し
ぬ
、
今
は
い
た
し
か
た
な
き
ま
ま
主
従
こ
よ
ひ
は
よ
る
の
も
の
か
り
て
臥
候
積 

手
筈
を
は
定
た
り
、
い
か
に
も
旅
店
の
あ
か
附
た
る
も
の
著
て
臥
さ
む
は
心
苦
し
、

よ
つ

五 料 宿 絵 図
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て
蚊
帳
は
か
り
蒲
団
は
か
こ
蒲
団
毛
酕
等
に
て
事
を
弁
し
ぬ
、
玉
村
へ
帰
り
し
は
九
時
位
に 

て
雨
は
益
甚
敷
家
来
共
昼
寝
の
い
ひ
き
山
鳩
の
声
而
己
お
と
つ
れ
て
う
ら
め
し
く
み
る
は 

滝
の
こ
と
き
軒
の
玉
水
也
、昔
し
慶
長
五
年
の
秋
加
州
主
従
あ
さ
井
繩
手
に
て
敗
軍
の
こ
と 

お
も
ひ
出
た
り
、
わ
つ
か
の
人
数
に
て
も
至
而
細
き
繩
手
み
ち
を
返
さ
む
と
す
る
は
さ
て
も 

不
弁
な
る
も
の
也
、
行
軍
の
こ
、
ろ
得
大
に
あ
る
へ
き
事
也

〇
十
四
日 

雲
夕
雨 

け
ふ
は
み
ち
を
か
へ
通
行
之
積
に
候
得
共
、
如
何
哉
と
申
せ
し
に
慎 

蔵
心
き
、
た
る
男
故
早
速
に
其
か
へ
道
へ
行
向
ひ
て
み
し
に
、
さ
ま
て
の
事
に
は
あ
ら
す
さ 

れ
共
十
間
二
十
間
宛
は
膝
を
過
る
水
も
あ
り
、
甚
敷
所
は
腰
迄
も
水
有
之
候
由
に
候
得
共
、
 

川
留
と
い
ふ
に
あ
ら
さ
れ
は
夫
々
の
手
当
し
て
行
通
之
積
に
而
、
か
へ
み
ち
へ
参
り
し
に
其 

頃
は
昼
過
に
て
水
お
ち
候
由
に
候
得
共
、
い
ま
た
二
尺
余
も
あ
る
へ
し
、
奔
流
久
世
い
せ
守 

か
前
な
る
溝
の
こ
と
し' 

そ
れ
を
は
肩
輿
さ
し
な
と
し
て
漸
と
萩
原
村
名
主
太
郎
兵
衛
方
に 

至
り
小
休
也
、
同
村
迄
之
間
の
村
々
は
慎
蔵
か
は
か
ら
ひ
て
問
屋
も
て
頼
み
遣
し
道
の
ほ
と 

繁
り
た
る
草
な
と
切
払
ひ
あ
り
、
そ
こ
よ
り
は
高
地
に
て
水
溜
り
た
る
所
さ
し
て
な
し
、
萩 

原
村
よ
り
は
利
根
川
に
そ
ひ
赤
城
山
を
右
に
は
る
な
山
を
左
に
み
て
北
の
か
た
へ
惣
社
大 

久
保
八
木
原
の
村
々
を
こ
へ
渋
川
村
に
い
た
る
、
同
村
の
入
口
よ
り
頻
に
雨
降
出
し
本
陣
市 

場
佐
七
方
江
や
と
り
て
も
矢
張
雨
甚
し
、
け
さ
迄
の
玉
村
は
家
々
に
浮
か
れ
女
な
と
置
て
甚 

し
き
悪
風
俗
に
あ
り
し
か
、
渋
川
は
は
や
信
州
近
き
山
村
に
て
素
朴
の
風
也
、
あ
る
し
は 

こ
、
ろ
あ
る
も
の
に
や
床
に
よ
き
懸
物
香
炉
に
も
け
ふ
り
た
へ
す
あ
り
し
、
け
ふ
は
時
候
か 

山
よ
り
か
冷
気
也
、
さ
て
又
利
根
川
出
水
に
て
常
に
は
草
生
た
る
河
原
迄
も
悉
水
に
て
二
三 

百
間
も
あ
る
へ
き
所
滝
の
如
く
流
る
お
そ
ろ
し
き
様
也
、
さ
れ
と
も
両
岸
至
而
高
く
堤
の
患 

な
し
、
き
の
ふ
の
朝
迄
は
神
流
川
は
濁
居
た
れ
と
利
根
は
常
に
変
り
た
る
事
も
な
か
り
し 

か
、
け
ふ
は
泥
の
如
に
み
ゆ
建
場
と
い
ふ
所
の
な
き
も
あ
れ
は
寺
の
門
前
村
の
社
地
な
と
に 

小
休
せ
し
も
あ
り
き

う
き
旅
の
衣
手
さ
む
き
初
風
に
お
も
は
す
も
ち
る
袖
の
白
露

右
は
な
み
の
旅
に
て
の
初
秋
な
る
へ
し
某
は

秋
風
の
う
き
を
う
き
と
は
し
ら
さ
り
き
厚
き
恵
を
か
さ
ね
行
み
は

晴
る
る
か
と
み
る
間
に
は
る
名
山
に
く
も
か
か
り
け
れ
は

初
花
に
あ
ら
て
こ
ゝ
ろ
に
か
、
る
哉
は
る
名
の
山
の
み
ね
の
し
ら
雲

右
な
る
赤
城
山
を
み
て
古
さ
と
牛
込
に
て
は
赤
城
山
を
も
て
産
神
と
な
す
こ
と
お
も
ひ
出 

て
古
さ
と
に
い
つ
く
み
神
の
赤
城
山
わ
れ
に
し
き
着
ぬ
見
備
は
し
ま
せ

渋
川
村
に
て
雲
の
立
の
ほ
る
を
み
て

山
の
端
に
か
か
る
白
雲
か
す
か
に
て
麓
の
さ
と
の
け
ふ
り
か
と
み
る(

以
下
略)

(

『
越
佐
史
料
叢
書
』
島
根
の
す
さ
み)
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道

の

確

定

一
、
道

の

確

定

1

中
山
道
か
ら
玉
村
宿
へ

佐
渡
奉
行
街
道
は
中
山
道
か
ら
分
岐
し
、
渋
川
宿
で
三
国
街
道
へ
合
流
す
る
街
道
で
あ

る
か
、
中
山
道
か
ら
の
分
岐
点
は
何
か
所
か
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〇

そ
の
主
な
も
の
の
一
つ
ゼ
本
庄
市
万
年
寺
町
か
ら
北
に
折
れ
、
八
町
河
原
か
ら
渡
船
で 

烏
川
を
渡
リ
、
五
料
宿
に
着
い
た
。

こ
の
五
料
か
ら
二
手
に
分
か
れ
る
が
、

一
方
は
そ
の 

ま
ま
北
上
し
、
日
光
例
幣
使
街
道
に
重
な
る
。
も
う
一
方
は
、
渡
河
し
た
地
点
ょ
リ
三
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
程
北
へ
進
む
と
西
へ
向
か
う
道
が
あ
り
、
こ
の
道
を
西
進
し
て
、
飯

倉.

川 

井
集
落 

へ
と
至
っ
た
道
で
あ
る
。

第
二
の
分
岐
点
は
、
旧
国
道
一
七
号
線
、
上
里
町
金
久
保
地
内
か
ら
、
烏
川
を
渡
河 

し
、
川
井
河
岸
へ
達
し
、
先
の
道
と
合
流
す
る
。

こ
の
川
井
河
岸
か
ら
、
西
へ
進
み
、
や 

や
北
西
に
向
き
を
変
え
て
、
下
茂
木
集
落
に
至
る
。
下
茂
木
か
ら
は
南
に
向
か
い
耕
地
整 

理
で
旧
道
は
消
え
て
い
る
が
、
西
へ
向
き
を
変
え
、
角
淵
集
落
に
達
し
て
い
た
も
の
と
思 

わ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
分
岐
点
は
、
中
山
道
が
神
流
川
を
渡
り
、
上
州
新
町
宿
に
入
り
、
そ
こ
か 

ら
中
山
道
と
分
か
れ
北
東
に
向
き
を
変
え
、
河
岸
町
か
ら
岩
倉
橋
下
流
で
烏
川
を
渡
り
、
 

角
淵
へ
至
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
角
淵
か
ら
の
道
は
さ
ら
に
二
通
り
の
道
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、角
淵
か
ら
北
西
へ
向 

か
う
道
路
を
進
み
、
県
道
藤
岡•

玉
村
線
に
合
流
し
、
玉
村
宿
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

他
の
一
つ
は
、
角
淵
へ
入
っ
た
本
道
の
斜
め
道
路
を
北
に
進
み
、
十
字
路
を
西
へ
進
ん
で 

県
道
を
渡
り
、
そ
の
ま
ま
西
へ
進
む
。

こ
こ
も
耕
地
整
理
に
ょ
っ
て
旧
道
は
跡
を
と
ど
め 

な
い
。
旧
道
は
西
か
ら
北
へ
と
向
き
を
変
え
な
が
ら
新
井
集
落
を
通
り
、
さ
ら
に
進
み
玉 

村
宿
に
至
り
、
日
光
例
幣
使
街
道
と
合
流
す
る
も
の
で
あ
る
。

八町河原より五料を望む、渡船場付近

川合渡堤防越付近
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玉
村
宿
か
ら
大
渡
集
落
へ

街
道
は
玉
村
宿
を
西
に
向
か
ぅ
。
家
並
が
途
切
れ
た
所
で
日
光
例
幣
使
街
道
は
滝
川
を

渡
る
が
、
佐
渡 

奉
行
街
道
は
そ 

の
橋
の
手
前
を

北
西
に
進
む
。

こ
の
辺
り
は
滝 

川
の
改
修
に
ょ 

つ
て
日
直i

肖 

え
て
い
る
。
列 

幣
使
街
道
か
ら

お
ょ
そ
ニ
キ
ロ
余
北
東
に
進
む
と
、
高
崎
市
復
町
で
県
道
伊
勢
崎.

高
崎
線
を
渡
る
。
道 

は
北
東
か
ら
北
へ
向
き
を
変
え
滝
川
と
も
離
れ
、
中
島
町
の
西
を
通
り
宿
横
手
町
に
至
る
。
 

利
根
川
が
す
ぐ
右
手
を
流
れ
る
。
そ
こ
に
諏
訪
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
西
を
通 

り
過
ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら
堤
防
上
に
出
る
。
西
横
手
町
で
あ
る
。
右
手
に
利
根
川
を
見
な
が 

ら
北
進
す
る
。

こ
の
辺
り
は
一
部
利
根
川
川
欠
の
た
め
、
旧
道
の
一
部
は
河
原
と
な
っ
て 

い
る
が
、
他
は
旧
道
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
利
根
川
沿
い
に
進
む
と
、
前
方
に
昭
和
大
橋
が
見
え
る
。
橋
の
と
り
付
け
道
の 

下
を
く
ぐ
る
と
、
萩
原
町
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
昭
和
四
十
七
年
ま
で
対
岸
に
渡
る
「
公 

田
渡
し
」
が
あ
っ
た
。

旧
萩
原
村
を
な
お
も
利
根
川
沿
い
に
北
上
す
る
と
、

ー
キ
ロ
余
で
三
差
路
に
出
るW

そ 

こ
に
は
黒
髪
稲
荷
が
あ
り
、
そ
の
先
か
ら
下
新
田
町
の
集
落
で
あ
る
。

こ
の
集
落
は
宿
場 

町
的
ふ
ん
囲
気
を
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
下
新
田
の
集
落
を
過
ぎ
る
と
、
県
道
前
橋.

藤

角淵十字路よリ西方を望む

五村八幡前旧道よリ南方を望む

利根川河岸絵図

(倉賀野町須賀太郎氏蔵よリ作成)



岡
線
に
合
流
す
る
。
上
新
田
町
内
の
県
道
を
北
上
す
る
と
、
光
が
丘
町
地
内
に
入
る
。
ま 

わ
り
は
新
興
住
宅
街
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
む
と
、
南
部
大
橋
へ
の
道
と
の
交
差
点
に
至
る
。
 

か
つ
て
こ
の
先
か
ら
対
岸
へ
渡
る
「実
正
渡
し
」
及

び

「
実
正
関
所
」
が
あ
つ
た
。

旧
道
は
こ
の
交
差
点
か
ら
北
上
す
る
細
道
に
入
り
、
利
根
川
の
西
岸
に
出
る
が
、
川
欠 

に
ょ
り
行
き
止
り
に
な
つ
て
い
る
。
旧
道
は
そ
の
北
か
ら
再
び
県
道
と
重
な
り
、
石
倉
町 

で
国
鉄
両
毛
線
を
横
断
す
る
。
両
毛
線
を
越
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
道
は
北
西
へ
斜
め
に 

進
み
、
旧
国
道
一
七
号
線
、
群
馬
ト
ョ
ペ
ッ
ト
営
業
所
の
北
あ
た
り
に
抜
け
て
い
た
が
、
 

こ
の
道
は
現
在
み
ら
れ
な
い
。
旧
道
は
旧
国
道
を
北
上
し
、
国
道
一
七
号
線
を
群
馬
大
橋 

西
で
横
断
す
る
。
王
山
古
墳
の
東
を
抜
け
、
そ
の
ま
ま
北
上
し
、
大
渡
町
に
至
る
。

こ
こ 

か
ら
対
岸
の
前
橋
の
町
へ
か
つ
て
万
代
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。

3

大
渡
集
落
か
ら
総
社
宿
へ

国
道
一
七
号
線
を
横
切
り
、
王
山
古
墳
と
競
輪
駐
車
場
と
の
間
を
北
へ
向
か
ぅ
。
道
幅 

は
、
約
四
メ
ー
ト
ル
で
両
側
は
住
宅
が
散
在
す
る
静
か
な
通
り
で
ぁ
る
。
西
側
約
三
〇 

メ
ー
ト
ル
を
へ
だ
て
て
、
県
道
総
社.

石
倉
線
と
並
行
し
、
東
側
は
北
へ
進
む
に
つ
れ
て
、
 

利
根
川
の
右
岸
断
崖
が
近
付
い
て
く
る
。
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
所
で
は
、

一
〇 

メ
ー
ト
ル
位
に
ま
で
近
付
く
。

こ
こ
で
、
右
折
し
て
県
道
総
社•

石
倉
線
に
出
る
。
県
道 

を
約
八◦

〇
メ
—
ト
ル
北
上
し
て
、
工
業
団
地
前
バ
ス
停
の
信
号
で
右
折
す
る
と
、
再
び 

旧
道
に
入
る
。
す
ぐ
左
に
曲
が
っ
て
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
直
進
す
る
と
再
び
左
に
曲
が 

り
、
ま
た
県
道
に
出
る
。
県
道
を
さ
ら
に
一 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
北
へ
向
か
ぅ
と
、
右
路
端
に 

「総
社
城
南
木
戸
跡
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
総
社
の
宿
へ
入
る
。

複町エ滝川橋よリ南の旧道

萩原町より南の旧道

石倉町より北を望む

王山古墳の横の旧道
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4

総
社
宿
か
ら
大
久
保
宿
へ

総
社
城
南
木
戸
跡
地
か
ら
約
一 
◦

〇
メ
ー
ト
ル
で
信
号
の
あ
るT

字
路
と
な
り
、
県
道 

前

橋.

伊
香
保
線
と
交
差
す
る
。
こ
こ
が
、
県
道
総
社.

石
倉
線
の
起
点
で
あ
る
。

こ
こ 

で
左
折
し
て
、
往
時
の
地
割
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
家
並
み
を
西
へ
約
五
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
直
進
し
、
信
号
の
あ
る
交
差
点
で
北
へ
進
む
。
元
景
寺
へ
の
入
口
の
所
で
左
折
し
て
、
 

再
び
西
へ
直
進
し
て
上
越
線
の
踏
切
を
渡
る
。

こ
の
ょ
う
に
、
道
路
が
卍
を
書
く
ょ
う
に 

折
れ
曲
が
っ
て
通
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
総
社
宿
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

宿
の
西
の
踏
切
か
ら
、
さ
ら
に
西
に
向
か
い
、
総
社
町
高
井
交
差
点
で
右
折
し
て
六
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
家
並
み
が
切
れ
る
。

こ
こ
か
ら
が
吉
岡
村
大
久
保 

で
あ
る
。

吉
岡
村
に
入
っ
て
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
午
王
頭
橋
を
渡
る
と
、
道
路
は
ほ
ぼ
直
線
状

に
な
り
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
家
並
み
が
大
久
保
宿
で
あ
る
。

5

大
久
保
宿
か
ら
八
木
原
宿
へ

宿
は
ず
れ
か
ら
、
ゆ
る
や
か
に
右
へ
左
へ
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行
く 

と
、
駒
寄
川
を
渡
り
駒
寄
小
学
校
横
の
交
差
点
に
出
る
。
家
並
み
は
橋
の
手
前
ま
で
続
い 

て
い
る
。

県
道
前
橋.

伊
香
保
線
は
、
交
差
点
の
正
面
に
見
え
る
道
し
る
べ
の
左
へ
進
む
が
、
街 

道
は
こ
こ
で
県
道
と
分
か
れ
て
、
右
の
細
い
道
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
。
駒
寄
小
学
校
を
右 

に
見
て
北
へ
進
む
と
、
や
が
て
右
側
に
村
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
場
が
見
え
て
く
る
。
道
路
は
、
 

グ
ラ
ン
ド
の
駐
車
場
入
口
の
あ
た
り
か
ら
舗
装
が
切
れ
、
バ
ラ
ス
道
と
な
る
。
約
二
〇
〇
メ 

—
ト
ル
で
三
差
路
に
な
り
、
右
の
舗
装
路
へ
進
む
と
す
ぐ
上
越
線
の
踏
切
に
出
る
。
踏
切 

を
渡
る
と
、
急
に
視
界
が
開
け
て
く
る
。
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
強
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
坂 

道
を
下
る
と
、
利
根
川
右
岸
段
丘
上
に
開
け
た
平
担
な
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
 

耕
地
整
理
が
進
ん
で
お
り
、
道
は
一
直
線
に
な
っ
て
い
る
。
両
側
が
桑
畑
の
道
を
約
六
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
ま
た
舗
装
が
切
れ
、
こ
こ
か
ら
渋
川
市
に
入
る
。
約
一
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
で
右
に
曲
が
っ
て
川
久
保
橋
を
渡
る
が
、
こ
の
辺
ま
で
の
様
子
か
ら
見
て
、
 

古
い
道
も
、
ほ
ぼ
現
在
の
道
に
近
い
所
を
一
直
線
状
に
通
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

橋
を
渡
っ
て
、T

字
路
で
舗
装
道
路
に
出
る
と
、
再
び
上
越
線
の
踏
切
を
渡
る
。
ま
た
、
 

畑
の
間
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
新
し
い
住
宅
が
散
在
す
る
ょ
ぅ
に
な
り
、
約
ー
キ
ロ
進
ん 

だ
三
差
路
に
、
八
木
原
の
道
し
る
べ
が
建
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
約
一 
◦
◦

メ 
—
ト
ル
ほ 

ど
行
っ
た
柳
橋
を
渡
る
と
、
八
木
原
宿
の
家
並
み
に
入
っ
て
行
く
。

柳
橋
で
滝
沢
川
を
渡
る
と
八
木
原
宿
で
、
こ
こ
か
ら
続
く
家
並
み
は
約
八◦

〇
メ
ー
ト 

ル
で
、
道
路
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ
る
。
途
中
県
道
八
木
原.

小
倉
線
と
の
交
差
点
の
信
号
で 

右
折
す
る
と
上
越
線
八
木
原
駅
、
左
折
す
る
と
榛
東
村
、
箕
郷
町
方
面
へ
向
か
ぅ
。

6
 

八
木
原
宿
か
ら
渋
川
宿
へ 

一

総社宿の家並

大久保宿の家並み



宿
を
出
た
所
でT

字
路
に
な
り
、
直
進
と
左
折
の
二
路
線
に
分
か
れ
、
早
尾
神
社
を
過 

ぎ
た
地
点
で
交
差
し
、
現
国
鉄
渋

111
駅
構
内
を
過
ぎ
た
所
で
合
流
し
て
い
る
。

T

字
路
の
左
折
路
を
進
む
と
四
〇
〇
メ
—
ト
ル
で
午
王
川
を
渡
る
。
橋
か
ら
坂
を
下
る 

と
、
左
右
に
開
け
た
田
や
畑
の
間
を
北
へ
進
む
。
途
中±

越
線
の
踏
切
を
渡
り
、
約
ー
キ 

ロ
の
所
か
ら
、
中
村
の
集
落
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
約
一.

五
キ
ロ
、
い
か
に
も
裏
町
と
い
っ 

た
感
じ
の
十
字
路
で
、
家
と
家
と
の
間
の
狭
い
路
地
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
と
早
尾
神
社 

の
西
側
に
出
る
。
こ
の
路
地
を
通
り
抜
け
る
と
、
国
道
一
七
号
線
に
出
る
。
国
道
を
横
切
っ 

て
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
工
場
の
駐
車
場
に
達
す
る
。
そ
の
先
は
、
国
鉄
渋
川
駅 

の
敷
地
で
、
道
は
完
全
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
先
のT

字
路
を
直
進
す
る
コ
ー
ス
を
取
る
と
、
約
二〇

〇

 
メ
ー
ト
ル
で
上
越
線 

の
下
を
通
過
し
、
や
が
て
六
メ
ー
ト
ル
道
路
に
出
る
〇
こ
こ
を
左
折
す
る
と
す
ぐ
に
午
王 

川
を
渡
り
、
ま
っ
す
ぐ
北
上
し
て
工
事
中
の
南
部
幹
線
道
路
と
の
交
差
点
を
通
過
し
、
茂

沢
川
の
蜂
島
橋
を
渡
る
。
道
は
、
再
び
狭
い
二
〜
三
メ
—
ト
ル
の
舗
装
道
路
と
な
り
、
田 

と
畑
の
間
を
縫
う
よ
う
に
進
む
と
、
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
国
道
一
七
号
線
に
出
る
。
国 

道
を
左
に
進
み
、
中
村
三
差
路
を
通
過
し
て
約
ー
キ
ロ
の
所
で
左
折
コ
ー

ス
と
交
差
し
、
 

そ
の
ま
ま
進
む
と
、
上
越
線
の
ガ
ー
ド
下
を
通
り
抜
け
、
大
き
く
右
へ
ヵ
ー
ブ
し
て
渋
川 

駅
前
に
出
る
。

駅
の
ホ
—
ム
北
端
の
す
ぐ
西
、
日
通
渋
川
支
店
駐
車
場
付
近
か
ら
、
道
は
再
び
西
方
向 

へ
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
平
沢
川
に
出
る
。

こ
こ
で
、
右
折
し
て
、
こ
う
し
ん
橋
を 

渡
る
と
、
約
一 
◦

〇
メ
ー
ト
ル
で
信
号
の
あ
る
交
差
点
に
出
る
。

こ
こ
で
左
折
し
て
県
道 

渋

川.

松
井
田
線
を
西
へ
向
か
い
、
三
差
路
を
通
過
す
る
と
四
つ
角
交
差
点
に
達
す
る
。
 

さ
ら
に
直
進
す
る
と
上
ノ
町
に
入
り
三
国
街
道
と
合
流
す
る
。
そ
の
ま
ま
進
ん
で
元
町
に 

達
す
る
コ
ー
ス
と
、
右
側
の
に
ぎ
り
ず
し
店
の
西
わ
き
の
狭
い
路
地
に
入
り
、
す
ぐ
ま
た 

左
折
し
て
西
へ
向
か
い
元
町
に
出
る
コ
ー
ス
と
が
あ
る
。

上越線踏切から渋川方面を望む

八木原宿を出て旧道が左右に分かれる

国道17号線尹前の旧道

渋川市元宿
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沿

線

地

図



旧状を認められない潞蔽
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Ill佐渡奉行街道の現状と文化財

f
f
l

佐
渡
奉
行
街
道
の
現
状
と
文
化
財

一
、
中
山
道
か
ら
玉
村
宿
へ

佐
渡
奉
行
街
道
は
中
山
道
よ
り
分
か
れ
て
烏
川
を
渡
る
。
中
山
道
か
ら
の
分
岐
点
は
五 

街
道
分
間
延
絵
図
に
三
か
所
示
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
本
庄
市
万
年
寺
町
か
ら
北
に
折
れ 

る
道
で
、
国
道
一
七
号
線
を
渡
る
地
点
に
五
三.

六
メ
ー
ト
ル
の
水
準
点
が
あ
り
、
地
図 

上
で
は
見
つ
け
や
す
い
。
五
街
道
分
間
延
絵
図
に
は
国
道
沿
い
に
一
里
塚
が
記
さ
れ
、
北 

に
分
か
れ
る
道三

国
通
玉
村
宿
江
三
里
、
此
玉
村
宿
は
例
幣
使
道
継
場 

協
道

前
橋
道
五
料
町
江
二
里
、
但
本
庄
宿
よ
リ
の
継
場 

と
い
う
説
明
が
あ
る
。

こ
の
道
は
本
庄
市
八
町
河
原
か
ら
渡
船
に
よ
リ
五
料
に
着
く
。
渡
船
場
は
河
川
の
変
流 

に
よ
り
場
所
が
移
動
す
る
の
で
確
定
で
き
な
い
が
、
明
治
中
頃
の
参
謀
本
部
図
に
は
五
料 

側
の
渡
船
場
が
現
本
流
の
中
央
あ
た
り
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

川
を
渡
っ
て
五
料
に
着
い
た
道
は
山
東
工
業
の
砂
利
置
き
場
の
西
側
に
沿
っ
て
北
上
す 

る
。
烏
川
サ
ィ
ク
リ
ン
グ
道
路
が
堤
防
エ
か
ら
下
る
所
を
北
に
と
る
と
よ
い
。
堤
防
か
ら 

南
を
見
れ
ば
対
岸
に
八
町
河
原
が
望
め
る
。
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
北
に
行
く
と
西
に
向
か 

う
舗
装
道
路
が
あ
る
。
こ
の
三
差
路
の
東
側
に
か
つ
て
河
岸
問
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ 

(2
 )

こ
の
東
側
で
今
の
山
東
工
業
の
北
西
あ
た
リ
が
新
河
岸
で
あ
っ
た
。
ま
た
烏
川
の
エ
陸
地

(1
)

点
が
川
井
河
岸
で
あ
る
。
街
道
は
三
差
路
を
西
に
向
か
う
も
の
と
、
そ
の
ま
ま
北
上
し
五 

料
の
関
所
前
を
通
っ
て
例
幣
使
街
道
に
入
る
も
の
と
の
二
通
リ
が
あ
っ
た
。

(5) 

(3)

新
河
岸
跡
と
五
料
関
所
跡
を
結
ぶ
中
程
東
側
に
飯
玉
神
社
が
あ
る
。
応
仁
ー
ー(

一
四
六 

八)

年
那
波
氏
の
創
建
と
伝
ぇ
ら
れ
る
。
こ
の
飯
玉
神
社
に
明
治
末
大
杉
神
社
と
水
神
宮 

が
合
祭
さ
れ
た
。
両
社
と
も
船
頭
の
信
仰
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
時
代
ま
で 

五
料
の
人
達
の
多
く
が
水
運
に
関
係
し
て
い
た
の
で
、
合
祭
後
は
飯
玉
神
社
が
水
運
安
全 

祈
願
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
村
で
は
合
祭
後
水
神
宮
の
祭
り
で
あ
っ
た
水
神
祭
を 

飯
玉
神
社
を
舞
台
と
し
て
行
ぅ
ょ
ぅ
に
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
水
神
宮
と
大
杉
神 

社
は
現
在
の
河
川
敷
内
に
あ
っ
た
。
現
在
入
口
の
烏
居
の
と
な
り
に
大
杉
神
社
と
名
の
入

烏川渡河地点付近の旧道

飯 玉 神社



っ
た
燈
籠
が
あ
る
。
例
幣
使
街
道
分
間
延
絵
図
に
は
関
所
の
南
東
に
水
神
宮
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。

水
神
祭
は
七
月
ー
ー
十
四
日
の
藁
舟
作
り
か
ら
は
じ
ま
る
。
長
さ
七•

八
メ
ー
ト
ル
の
藁 

舟

は

「水
神
丸
」
と
い
ぅ
旗
を
か
ざ
し
ー
ー
十
五
日
の
出
香
を
待
つ
。
ー
ー
十
五
日
夕
刻
、
村

の
人
達
に
か
つ
が
れ
た
水
神
丸
は
集
落
内
を
一
周
し
、
最
後
に
川
原
に
出
て
本
流
の
中
に 

か
つ
ぎ
入
れ
ら
れ
流
さ
れ
る
。
安
全
祈
願
と
と
も
に
精
霊
流
し
の
意
も
兼
ね
た
も
の
で
あ 

る
と
思
わ
れ
る
。

飯
玉
神
社
前
を
北
に
す
す
め
ば
ま
も
な
くT

字
路
に
つ
き
当
る
。
右

手(

東)

に
堤
防 

が
あ
り
、
こ
れ
を
越
え
た
所
が
か
つ
て
の
五
料
河
岸
跡
で
あ
る
。
利
根
川
上
流
か
ら
流
さ 

れ
て
き
た
筏
は
五
料
河
岸
で
何
艘
か
に
組
ま
れ
江
戸
ま
で
運
ば
れ
た
。
安
永
年
間
の
古
地 

図
(

倉
賀
野
湏
賀
太
郎
氏
所
蔵)

に
ょ
れ
ば
河
岸
問
屋
が
あ
っ
た
が
、
新
河
岸
、
川
井
河

明治中期の渡河地点付近の地図(20,000分の1)

渡河地点付近の25,00〇分の1地図
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岸
に
比
べ
て
少
な
い
。
筏
流
し
の
作 

業
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
河
岸
だ 

つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
例
幣 

使
街
道
上
の
渡
し
場
で
あ
り
対
岸
の 

勒
負
河
岸(

柴
町
の
河
岸 

現
在 

河
川
敷
内)

と
を
結
ん
で
い
た
。

五
料
に
は
河
川
交
通
、
陸
上
交
通 

の
拠
点
管
理
の
た
め
、
関
所
と
筏
番 

が
置
か
れ
た
。T

字
路
を
西
に
折
れ 

て
す
ぐ
北
側
が
五
料
関
所
跡
で
あ 

る
が
、
今
は
門
の
礎
石
を
残
す
の
み 

で
あ
る
。

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
西
に 

変
則
四
差
路
が
あ
り
、
信
号
か
ら
北 

を
み
れ
ば
、
寺
の
参
道
で
両
側
に
多

く
の
石
造
仏
が
み
ら
れ 

る
。
東
側
中
程
に
あ
る 

室
町
時
代
の
も
の
と
思 

わ
れ
る
石
仏
や
西
側
山 

門
手
前
に
あ
る
女
性
名 

の
刻
ま
れ
た
女
人
講
の 

石
造
物
が
珍
し
い
。

旧
問
屋
跡
三
差
路
を 

西
に
折
れ
た
道
は
し
ば

ら
く
堤
防
と
並
行
す
る
。
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
所
に
あ
る
十
字
路
に
は
か
っ
て
江 

戸
道
と
記
し
た
道
標
が
あ
っ
た
と
い
ぅ
が
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
。
右
へ
わ
ず
か
に
ヵ
ー 

(8
 )

ブ
し
な
が
ら
進
む
と
、
前
方
に
川
井
の
飯
玉
神
社
を
望
む
あ
た
り
北
か
ら
の
用
水
堀
の
傍

ら
に
道
祖
神
が
み
え
て
く
る
。
そ
の
斜

め
右
前
の
民
家
が
旧
本
陣
兼
河
岸
問
屋

(7
 )

の
清
水
氏
宅
で
あ
る
。
今
は
建
て
替
え

ら
れ
当
時
を
し
の
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
年
間
の
文
書
が
残
さ
れ
貴
重
な
研
究
資 

料
と
な
っ
て
い
る
。
当
主
は
清
水
純
氏
。
古
文
書
や
古
地
図
で
は
川
井
河
岸
問
屋
、
飯
倉 

本
陣
の
両
方
の
書
き
方
を
し
て
い
る
。
安
永
年
間
の
古
地
図
に
は
六
軒
の
問
屋
が
記
さ
れ 

て
お
り
、
清
水
家
だ
け
が
今
日
に
至
る
ま
で
資
料
を
保
存
し
つ
づ
け
て
い
る
。
現
在
残
っ 

て
い
る
古
文
書
の
中
に
は
殿
様(

前
橋
藩
主)

御
休
御
宿
割
帳
、
御
用
留
扣
帳
、
登
り
下 

り
荷
物
請
書
、
願
書
扣
な
ど
当
時
の
河
岸
の
活
動
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
多
い
。

川
井
河
岸
は
前
橋
藩
の
荷
扱
い
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
藩
主
が
江
戸
へ
上
る
際
の
渡
船 

場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
清
水
家
を
休
み
所
と
し
て
使
ぅ
こ
と
も
あ
っ
て
御
本
陣
と
も 

呼
ば
れ
た
ら
し
い
。
清
水
家
に
は
松
平
大
和
守
御
休
と
書
か
れ
た
札
も
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
松
平
大
和
守
が
川
越
藩
に
移
城
し
た
明
和
年
間
後
、
取
り
扱
い
量
が
減
少
し
た
。

清
水
家
の
三
軒
程
西
が
飯
玉
神
社
で
あ
る
。
神
社
の
西
で
舗
装
道
が
北
に
ヵ
ー
ブ
す
る 

地
点
か
ら
南
へ
入
る
の
が
旧
道
で
あ
る
。
角
に
は
こ
の
地
域
の
特
産
と
な
っ
た
ゆ
ず
畑
が

水 神 祭

五料関所跡

飯倉旧問屋清水家

連尺商人札(清水家)



み
ら
れ
る
。
道
は
幅
一
間
程
の
農
道
で
う
っ
か
り
す
る
と
見
落
し
か
ね
な
い
。
最
初
の
曲 

り
角
を
右
手
に
折
れ
る
と
再
び
舗
装
道
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
西
に
向
か
っ
て
矢
川
を
渡
る
〇 

矢
川
は
天
明
時
代
に
は
一
時
ー 

ー
七
メ
ー
ト
ル
程
の
川
幅
を
持
ち
、
舟
を
用
い
て
渡
る
程 

で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は
四.

五
メ
—
ト
ル
の
小
さ
な
流
れ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
付
近 

に
は
天
明
三(

一
七
八
三)

年
の
浅
間
山
噴
火
の
際
流
れ
出
し
た
泥
流
の
固
ま
っ
た
地
元 

で
火
石
と
呼
ぶ
石
を
使
っ
た
庭
や
石
垣
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
ガ
ス
の
抜
け
る
と
き
に 

で
き
た
小
さ
な
穴
の
多
い
石
で
通
水
性
が
あ
り
、
こ
の
付
近
か
ら
下
流
の
利
根
川
沿
岸
の 

地
域
で
は
家
屋
の
礎
石
や
築
山
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
洪
水
を
避
け
る
た
め
土
盛 

り
を
す
る
家
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
火
石
を
利
用
し
て
い
る
。

(9)

道
を
そ
の
ま
ま
西
へ
進
む
と
北
側
に
天
台
宗
東
栄
寺
が
あ
る
。
本
堂
に
向
か
っ
て
左
手 

に
い
く
つ
か
の
庚
申
塔
や
道
祖
神
が
あ
り
、
右
手
に
上
げ
舟
が
み
ら
れ
る
。
五
料
か
ら
川 

井
に
か
け
て
は
河
岸
が
あ
っ
た
関
係
で
舟
に
は
関
係
の
深
い
地
域
で
あ
る
。
ま
た
利
根
、
 

神
流
川
、
烏
川
の
合
流
地
域
の
た
め
洪
水
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し 

今
見
る
か
ぎ
り
水
郷
に
あ
る
ょ
う
な
水
塚
や
上
げ
舟
の
習
慣
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
 

わ
ず
か
に
こ
の
東
栄
寺
の
上
げ
舟
と
、
川
井
の
西
は
ず
れ
に
あ
る
摩
利
支
天
に
そ
れ
ら
し 

き
姿
を
み
る
だ
け
で
あ
る
。

東
栄
寺
前
か
ら
西
に
向
か
う
と
、
す
ぐ
に
道
は
つ
き
当
り
に
な
り
、
北
の
角
に
雑
貨
店 

か
あ
る
。
こ
こ
を
左
手
に
と
れ
ば
堤
防
の
下
を
く
ぐ
る
道
か
河
川
敷
内
に
伸
び
て
い
る
。
 

途
中
滝
川
を
渡
り
桑
畑
の
中
を
抜
け
て
烏
川
に
出
れ
ば
対
岸
は
上
里
町
黛
で
あ
る
。
こ
こ 

に
は
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
渡
し
が
あ
り
、
川
井
側
で
は
「
黛
渡
し
」
、
黛
側
で
は
「
川
井
渡 

し
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
黛
地
内
に
あ
っ
た
河
岸
は
藤
木
河
岸
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
を 

三
国
街
道
の
脇
道
が
通
っ
て
い
た
。

二
番
目
の
中
山
道
か
ら
の
分
岐
点
は
旧
国
道
一
七
号
の
上
里
町
金
久
保
、
陽
雲
寺
の
手 

前
で
あ
る
。
前
記
の
五
街
道
分
間
延
絵
図
に
は

毘
沙
吐
村

脇
道 

江
十
三
丁

藤
ノ
木
河
岸

村
江
モ
出
ル
ー
里

と
記
し
て
い
る
。
毘
沙
吐
村
は
明
治
二
十
年
代
の
参
謀
本
部
で
は
毘
沙
吐
村
と
な
っ
て
お 

り
黛
か
ら
西
金
久
保
の
北
に
か
け
て
の
堤
防
内
の
畑
の
部
分
に
当
る
。
古
地
図
に
よ
れ
ば 

藤
木
を
通
っ
た
道
は
北
岸
に
渡
っ
た
あ
と
角
淵
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
街
道
路 

で
整
備
の
よ
り
ゆ
き
と
ど
い
た
道
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
川
井
経
由
の
ル
—
卜
が 

利
用
さ
れ
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
さ
て
再
び
堤
防
に
戻
っ 

て
雑
貨
店
の
西
を
北
に
向
か
う
。
西
側
二
軒
目
の
家
の
角
に
双
体
道
祖
神
が
あ
る
。
年
号 

は
摩
粍
し
て
読
め
な
い
。
さ
ら
に
北
に
向
か
っ
て
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
十
字
路
、
人
家 

の
切
れ
た
所
を
西
に
折
れ' 

八
幡
宮
の-

の
鳥
居
の
前
を
抜
け
堤
防
沿
い
の
道
を
い
く
と 

{

〇)

村
の
は
ず
れ
に
摩
利
支
天
が
あ
る
。
か
っ
て
武
運
長
久
の
神
と
し
て
か
な
り
広
い
範
囲
の 

人
達
の
信
仰
を
集
め
た
と
い
う
。
本
殿
の
正
面
賛
額
の
上
に
奉
納
さ
れ
た
長
さ
四
メ
ー
ト 

ル
近
い
大
刀
を
模
し
た
木
刀
が
珍
し
い
。
字
名
の
守
理
忍
社
巡
も
こ
の
社
に
起
因
す
る
も 

の
で
あ
ろ
う
。

東栄寺内上げ舟

梨木山古墳
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こ
こ
か
ら
下
茂
木
に
至
る
道
は
滝
川
の
西
側
に
沿
っ
て
あ
っ
た
が
、
川
欠
と
耕
地
整
理 

の
た
め
旧
道
は
残
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
摩
利
支
天
の
西
か
ら
北
上
し
五
百
メ
ー
ト
ル
、
 

水
田
中
に
あ
る
舗
装
道
路
の
十
字
路
を
西
に
折
れ
下
茂
木
の
集
落
に
入
る
。
下
茂
木
の
集 

落
内
は
ど
こ
を
通
っ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
集
落
か
ら
の
道
は
西
端
に
あ
る
法
蓮
寺
附
近 

か
ら
南
下
し
や
が
て
西
に
折
れ
、
や
や
南
西
方
向
に
玉
村
ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
道
が
下
之
手 

の
集
落
に
入
る
所
を
結
ん
だ
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
耕
地
整
理
の
た
め
現
状
を
と 

ど
め
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
下
茂
木
か
ら
ゴ
ル
フ
場
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
真
西
に
下
茂 

(
11) 

( 2
 ) 

木
へ
向
か
う
。
途
中
に
は
五
世
紀
頃
の
も
の
と
い
わ
れ
る
梨
木
山
古
墳
、
軍
配
山
古
墳
が 

あ
る
。
ど
ち
ら
も
円
墳
で
付
近
に
は
他
に
多
く
の
古
墳
が
あ
っ
た
が
耕
地
整
理
の
際
、
調 

査
を
済
ま
せ
た
後
破
壊
さ
れ
た
。

整
理
前
に
は
梨
木
山
の
他
七
基
の
古
墳
が
あ
り
、
旧
道
は
古
墳
群
の
中
を
抜
け
て
角 

淵
に
向
か
っ
て
い
た
。
往
時
の
人
々
は
左
右
に
古
墳
を
見
な
が
ら
旅
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

梨
木
山
古
墳
の
墳
丘
は
東
西
四
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー
ト 

ル
の
伏
鉢
状
の
円
墳
で
あ
り
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
調
査
さ
れ
て
い 

る
。
こ
の
調
査
で
二
つ
の
周
堀
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
石
室
は
竪
穴
式
と 

推
定
さ
れ
た
。
墳
頂
か
ら
滑
石
製
模
造
品
、
刀
子
二
振
な
ど
が
出
土
し
て
お
リ
、
五
〜
六 

世
紀
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

下
茂
木
の
北
西
、
や
や
旧
道
か
ら
離
れ
た
所
に
軍
配
山
古
墳
が
あ
る
。
水
田
中
に
あ
っ 

て
目
立
つ
の
で
場
所
は
す
ぐ
に
わ
か
る
。
軍
配
山
の
附
近
か
ら
烏
川
の
段
丘
に
か
け
て
は 

多
く
の
古
墳
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
規
模
、
出
土
品
な
ど
で
き
わ
だ
っ
て
お
り 

豪
族
の
墓
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ま
わ
り
に
あ
っ
た
小
さ
な
円
墳
は
陪
塚 

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
の
形
式
は
円
墳
で
昭
和
五
年
に
地
元
の
人
達
に
ょ
っ
て
発
掘
さ
れ
船
載
鏡
、硬
玉
、
 

曲
玉
な
ど
が
出
土
し
、
現
在
東
京
上
野
の
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

天
正
十(

一
五
八
二)

年
の
厩
橋
城
主
滝
川
一
益
と
小
田
原
城
主
北
条
氏
直
の
争
い
の

際
、

一
益
が
こ
の
墳
丘
の
上
で
軍
配
を
も
っ
て
指
揮
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
軍
配
山
の
名
が

起
っ
た
と
い
う
。
地
元
で
は
御
幣
山
と
も
い
う
。

街
道
は
下
之
手
の
南
で
ふ
た
た
び
現
在
の
道
に
合
流
し
西
に
向
か
う
。
そ
の
ま
ま
西
進 

し
て
角
淵
に
入
る
と
北
東
か
ら
南
西
に
向
か
う
斜
め
道
路
と
交
差
す
る
。
こ
の
交
差
点
の 

東
あ
た
り
で
対
岸
の
藤
木
河
岸
か
ら
来
た
道
が
合
流
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
合 

流
点
は
不
明
で
あ
る
。

も
う-

つ
の
道
で
あ
る
新
町
か
ら
玉
村
に
向
か
う
道
は
か
つ
て
こ
の
斜
め
道
路
の
南
端 

か
ら
上
陸
し
て
い
た
。
岩
倉
橋
下
流
約
ー
ー
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
る
。
対
岸
の
新
町 

に
は
河
岸
町
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
但
し
こ
の
ル
ー
ト
は
五
街
道
分
間
延
絵
図
に
は
三 

国
街
道
脇
道
と
し
て
で
な
く

五
料
御
関
所
江
出
ル
道
法

一
里
十A
T

玉
村
道
一
里
程

と
の
み
記
載
さ
れ
て
お
り
、
八
町
河
原
—
川
井
、
藤
木
—
角
淵
ル
—
卜
の
補
助
的
役
割
を 

持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
最
上
流
に
あ
る
た
め
渡
渉
地
点
と
し
て
は
最
も
増
水 

時
の
被
害
が
少
な
く
川
井
—
黛
渡
し
が
残
っ
て
い
た
昭
和
二
十
年
代
で
も
新
町
—
角
淵
ル 

—
卜
へ
迂
回
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
同
様
な
利
用
が
な
さ 

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
倉
橋
の
た
も
と
か
ら
や
や
東
に
下
り
北
を
み
れ
ば
玉
村 

八
幡
宮
の
も
と
の
所
在
地
角
淵
八
幡
宮
が
あ
る
。

こ
の
角
淵
八
幡
宮
は
角
淵
の
集
落
に
入
っ
て
斜
め
道
路
を
南
に
お
り
堤
防
に
沿
っ
て
西 

に
進
む
と
北
側
に
大
き
な
社
が
見
え
て
来
る
。
こ
れ
が
角
淵
八
幡
宮
で
あ
る
。

建
久
四(

ー
ー
九
三)

年
源
頼
朝
か
那
須
野
の
狩
か
ら
の
帰
り
道
角
淵
を
通
り
こ
の
あ 

た
り
で
休
憩
し
た
。
そ
の
風
景
が
鎌
倉
に
似
て
い
た
の
で
鶴
岡
八
幡
宮
の
分
霊
を
祭
っ
た 

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
江
戸
時
代
に
入
っ
て
伊
那
忠
次
に
ょ
っ
て
玉
村
八
幡 

宮
と
し
て
玉
村
に
遷
宮
し
た
。

境
内
に
は
室
町
末
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
石
仏
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
のW

申
塔
が 

み
ら
れ
る
。

斜
め
道
路
を
北
に
向
か
い
県
道
藤
岡.

玉
村
線
に
合
流
し
、
玉
村
町
に
入
っ
た
所
に
あ



る
十
字
路
で
例
幣
使
街
道
に
入
る
方
法
も
あ
つ
た
。
こ
の
道
は
玉
村
宿
内
を
西
に
進
み
、
 

玉
村
八
幡
宮
前
で
角
淵
か
ら
来
る
本
道
と
合
流
す
る
。

角
淵
へ
入
つ
た
本
道
は
斜
め
道
路
を
北
に
折
れ
斜
め
前
の
角
を
西
に
進
み
県
道
玉
村. 

藤
岡
線
を
渡
つ
て
そ
の
ま
ま
西
へ
進
む
。
そ
こ
か
ら
先
は
耕
地
整
理
の
た
め
旧
道
は
残
つ 

て
い
な
い
。
旧
道
は
ゆ
る
い
ヵ
ー
ブ
を
描
い
て
北
西
に
向
か
い
新
井
を
経
由
し
て
玉
村
八 

幡
の
参
道
が
玉
村
通
り
に
出
た
所
に
南
か
ら
入
つ
て
い
つ
た
。
改
修
さ
れ
た
滝
川
以
北
に 

わ
ず
か
当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
辺
り
は
道
幅
一
間
半
、
お
そ
ら
く 

(5
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昔
の
ま
ま
の
広
さ
で
あ
ろ
、つ
。
玉
村
八
幡
宮
は
中
世
の
館
跡
に
あ
り
、
か
つ
て
角
淵
に
あ
つ 

た
も
の
を
こ
の
地
に
移
し
た
も
の
で
遷
宮
の
際
、
佐
渡
奉
行
街
道
と
な
つ
た
部
分
を
使
つ 

た
と
推
定
さ
れ
、
お
成
街
道
の
名
が
残
つ
て
い
る
。
本
殿
は
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
 

海
老
虹
梁
、
捶
木
、
背
面
蟇
股
な
ど
室
町
期
の
も
の
か
ら
桃
山
期
ま
で
の
古
い
も
の
と
そ 

の
後
の
改
修
に
ょ
る
も
の
と
建
物
材
料
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
解
体
修
理

の
際
確
認
さ
れ
た
棟 

札
に
ょ
れ
ば
寛
永
十

五
(

一
六
三
八)

年
、

寛
文
七(

一
六
六
七)

年
、
元
禄
十
六(

一

七
〇
〇)

年
、
享
保 

十

一(

一
七
二
六)

年
、
延
享
四(

一
七 

五
〇)

年
な
ど
に
改

修
が
行
わ
れ
た
。
形
式
は
三
間
社
造
、
銅
板
茸
き
で
拝
殿
と
本
殿
が
連
結
し
た
権
現
造
で 

あ
る
。

宝
物
の
中
に
は
後
西
天
皇
親
筆
御
神
号
掛
図
、
尊
円
尊
王
親
筆
の
円
頓
章
掛
図
、
菊
一 

文
字
大
刀
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
境
内
に
は
随
神
門
や
芭
蕉
句
碑
な
ど
み
る
べ
き
も
の
が
多
い
。

八
幡
宮
か
ら
西
五
〇◦

メ
ー
ト
ル
程
の
所
、
バ
ス
停
玉
村
三
丁
目
の
前
の
万
福
寺
入n

 

東
側
の
石
像
群
の
中
に
右
高
崎
道
と
記
し
た
地
蔵
尊
が
み
え
る
。
左
ハ□

社
、□

の
部
分 

は
欠
け
て
い
て
読
め
な
い
。

こ
の
玉
村
宿
は
、
既
に
天
正
十(

一
五
八
二)

年
に
倉
賀
野
お
ょ
び
沼
之
上(

五
料) 

と
の
間
の
伝
馬
が
通
じ
、
や
が
て
寛
永
十
三(

一
六
三
六)

年
に
日
光
東
照
宮
造
営
遷
宮 

が
あ
り
、
京
か
ら
の
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
、
正
保
三(

一
六
四
六)

年
に
例
幣
使
が
制 

度
的
に
毎
年
下
る
こ
と
と
な
り
、
例
幣
使
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、
天
和
元(

一
六
八
一) 

年
に
は
、
沼
田
の
真
田
氏
改
易
に
伴
い
、
安
藤
対
馬
守
と
細
川
豊
前
守
の
一
行
が
新
町
宿 

か
ら
烏
川
に
橋
を
架
け
て
通
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
ょ
ぅ
に
公
的
な
大
き
な
通
行
が
あ 

る
ご
と
に
宿
は
整
備
さ
れ
、
明
和
元(

一
七
六
四)

年
に
は
、
道
中
奉
行
の
支
配
下
に
組 

み
こ
ま
れ
た
。
し
か
し
、
寛
永
一
五 

二
六
三
八)

年
に
中
川
内
膳
久
盛
の
室
か
こ
の
街 

道
を
通
り
伊
香
保
へ
赴
く
と
き
の
『伊
香
保
日
記
』
に
は
、

角淵八幡宮

玉村八幡宮

玉村稲荷内道 標



Ill佐渡奉行街道の現状と文化財

ふ
か
や
ほ
ん
じ̂
^

っ
な
ど
い
う
里
す
ぎ
て
、
其
の
夜
に
玉
村
と
い
ふ
所
に
な
ん
と
ま
り
け 

る
。
き
の
ふ
に
もL

2

ぬ
い
ぶ
せ
き
わ
ら
屋
の
う
ち
な
れ
ば
、
ふ
け
て
も
ね
ら
れ
ざ
る
に
、
あ 

り
明
の
月
の
ひ
か
り
ハ
、
あ
け
ゆ
く
空
に
見
え
ま
が
へ
ば
、
ま
だ
夜
ふ
か
き
に
立
出
け
リ
。
 

(

『
群
馬
県
史
料
集
』
第
六
卷

一  

と
あ
り
、
い
ぶ
せ
き
わ
ら
屋
に
泊
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
正
保
の
こ
ろ
か
ら
は 

本

陣(

木
島
氏)

や
問
屋(

加
賀
美
氏)

も
整
備
さ
れ
、
御
囲
人
馬
も
五
人
五
疋
と
定
め 

ら
れ
、
例
幣
使
街
道
と
佐
渡
奉
行
街
道
の
交
差
点
と
な
り
、
近
世
中
期
以
後
は
近
郷
農
村 

の
中
心
地
と
な
っ
て
繁
栄
す
る̂
^

っ
に
な
っ
た
。

安
政
五(

一
八
五
八)

年
の
加
賀
美
家
の
「人
馬
日
〆
帳
」
を
分
析
し
た
都
丸
十
九
一 

氏
の
研
究(

み
や
ま
文
庫
『例
幣
使
街
道
』)

に
ょ
る
と
、
玉
村
宿
の
問
屋
の
取
扱
っ
た
年 

間
総
人
数
は
三
、
四
二
三
人
、
う
ち
宿
勤
め
は
九
一
〇
人
で
、
他
は
大
部
分
助
郷
や
買
人 

足
で
、
月
別
に
は
四
月
が
最
も
多
く
八
四
一
人
で
あ
っ
た
。

1

中
山
道
か
ら
玉
村
宿
へ

N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考

1
 

川
井
河
岸 

八
丁
河
岸
ょ
り
の
渡
渉
点

2
 

新

河

岸

3
 

五
料
飯
玉
神
社 

伊
勢
崎
市
堀
口
、
飯
玉
神
社
の
分
社

那
波
氏
の
建
立

4
 

五
料
河
岸
跡

5
 

五
料
関
所
跡

6
 

石

仏

群

7
 

飯
倉
本
陣(

河
岸
問
屋) 

現
当
主
清
水
純
氏

8
 

川
合
飯
玉
神
社 

3

に
同
じ

9
 

東

栄

寺
 

天
台
宗
、
虎
申
塔
群

10
摩
利
支
天

11
梨
木
山
古
墳 

五
〜
六
世
紀 

円
墳

12
軍
配
山
古
墳 

五
〜
六
世
紀
円
墳

13
新
町
ょ
り
の
渡
渉
点

14
角
淵
八
幡
宮

15
玉
村
八
幡
宮

16
道 

標 

馬
頭
観
世
音

二
、
玉
村
宿
か
ら
大
渡
集
落
へ

道
は
玉
村
宿
を
西
に
抜
け
る
と
関
越
自
動
車
道
の
手
前
に
あ
る
滝
川
左
岸
を
川
に
沿
っ 

て
北
西
に
進
む
。
道
筋
は
旧
道
の
位
置
に
あ
る
も
の
の
滝
川
の
改
修
に
よ
っ
て
新
し
い
道 

路
に
な
っ
て
い
る
。
途
中
か
ら
高
崎
市
の
行
政
地
域
に
入
り
複
町
で
県
道
伊
勢
崎.

高
崎 

線
を
渡
り
滝
川
か
ら
離
れ
る
。
ほ
ぼ
北
に
向
か
っ
て
中
島
町
か
ら
宿
横
手
へ
と
進
み
右
手 

(
17

}  

に
諏
訪
神
社
を
み
な
が
ら
堤
防
上
へ
上
る
。
こ
の
地
点
か
ら
対
岸
の
横
手
へ
渡
る
渡
舟
場 

が
カ
ス
リ
ン
台
風
の
と
き
ま
で
あ
っ
た
。
旧
道
は
こ
こ
か
ら
利
根
川
右
岸
沿
い
に
北
上
し 

て
、
現
在
は
そ
の
後
に
造
ら
れ
た
堤
防
上
を
通
っ
て
い
る
。
宿
横
手
か
ら
萩
原
ま
で
自
然 

堤
防
が
よ
く
わ
か
る
。
自
然
堤
防
は
河
川
の
運
搬
し
た
土
砂
の
た
め
に
河
川
の
岸
の
部
分 

が
高
く
な
っ
た
も
の
で
集
落
が
発
達
し
た
り
、
畑
や
桑
畑
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多 

い
。
土
質
は
砂
地
で
乏
水
性
の
土
地
に
な
る
場
合
が
多
く
開
発
が
最
近
に
な
っ
て
行
わ
れ
、
 

新

田•

新
地•

開
な
ど
の
地
名
を
み
る
こ
と
も
あ
る
。

西
横
手
に
入
っ
て
か
ら
二
万
五
千
分
の-

の
地
図
上
で
標
高
八
四
メ
—
ト
ル
の
所
か
ら 

堤
防
を
下
り
、
西
へ
進
ん
で
善
勝
寺
を
す
ぎ
て
五
〇
メ
—
ト
ル
程
の
南
側
、
西
横
手
集
会 

(9
 ) 

所
裏
に
高
崎
市
指
定
史
跡
の
西
福
寺
宝
筐
印
塔
が
あ
る
。
明
徳
元(

一
三
九
〇)

年
の
年 

号
が
刻
ま
れ
て
お
り
保
存
状
態
も
よ
い
。
西
福
寺
は
廃
寺
で
あ
る
。

(
〇) 

西
横
手
を
抜
け
左
手
の
畑
が
切
れ
水
田
に
な
る
所
の
三
差
路
に
、
自
然
石
の
道
標
が
あ 

り
、
秩
父
道
の
字
が
読
め
る
。

ふ
た
た
び
旧
道
に
戻
る
と
、
右
手
に
利
根
川
を
み
な
が
ら
北
上
し
て
い
く
。

一
部
川
欠 

の
た
め
旧
道
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
旧
道
が
通
っ
て
い
た 

場
所
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
程
な
く
右
前
方
に
昭
和
大
橋
が
み
え
て
来
る
。
橋
の
取



り
付
け
道
路
の 
下
を
く
ぐ
る
と
萩
原
町
で
あ
る
。

昭
和
大
橋
を
西
に
下
り
信
号
を
北
折
し
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
行
け
ば
県
指
定
天
然
記
念 

物
笠
松
が
あ
る
。
八
木
亮
治
氏
宅
の
庭
に
あ
り
樹
令
お
ょ
そ
四
五
〇
年
と
い
ぅ
。

萩
原
は
前
橋
へ
向
か
ぅ
渡
渉
点
の
一

つ
で
昭
和
四
卜
七
年
ま
で
「公
田
渡 

し
」
が
存
続
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
か 

ら
二
百
年
近
く
続
い
た
渡
し
で
古
く
か 

ら
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
明
治
時 

代
に
は
十
人
程
の
船
頭
が
お
リ
、
こ
れ 

ら
の
人
達
の
出
資
に
ょ
リ
船
橋
が
か
け 

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
洪
水
の
た 

め
流
失
、
再
び
普
通
の
渡
し
舟
に
戻
っ 

た
と
い
ぅ
。
高
崎
—
前
橋
を
結
ぶ
重
要 

な
交
通
路
で
あ
っ
た
。
舟
賃
は
明
治
末 

で
一
銭
、
ア
メ
の
鉄
砲
玉
十
二
〜
三
コ 

の
値
段
だ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
に
県
営 

と
な
リ
以
後
無
料
と
な
る
。
こ
の
年
の

舟
賃
が一

〇
銭
で
ぁ 

っ
た
。
県
営
に
移
管 

さ
れ
て
後
、
艫
で
こ 

ぐ
方
法
で
は
増
水
期 

危
険
な
た
め
ワ
ィ
ヤ 

—
を
伝
ぅ
方
式
に
改 

め
た
。
廃
止
頃
は
一

日
五•

六
人
を
運
ぶ 

だ
け
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
最
後
ま
で
残
っ
た
船
頭
は
二
人
、
そ
の
一
人
渡
辺
善
作
氏
は
健
在
で
萩
原
町
内
の 

昔
の
渡
し
場
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
。
渡
し
場
は
洪
水
に
ょ
り
河
川
敷
内
の
地
形
が
か 

わ
る
た
め
四
回
程
か
わ
っ
た
。
廃
止
時
の
も
の
は
昭
和
大
橋
の
一
〇◦

メ
ー
ト
ル
程
上
流 

で
あ
っ
た
。

萩
原
の
北
の
は
ず
れ
で
西
に
折
れ
最
初
の
十
字
路
を
右
折
し
、
北
に
進
路
を
と
る
と
右 

側
は
ア
カ
シ
ア
の
林
越
し
に
利
根
川
を
見
下
ろ
す
。
程
な
く
対
岸
に
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
見 

る
附
近
で
大
利
根
第
二
団
地
に
入
っ
て
、
最
初
の
角
を
右
折
し
す
ぐ
北
に
折
れ
れ
ば
再
び 

直
線
と
な
る
。
団
地
の
南
の
部
分
で
右
側
に
利
根
川
原
に
ド
る
道
が
あ
る
が
、
こ
の
入
口
と 

北
の
直
線
路
と
を
結
ぶ
と
旧
道
の
道
筋
に
な
る
が
、
宅
地
化
さ
れ
て
通
る
こ
と
は
で
き
な 

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
団
地
を
抜
け
て
北
上
す
る
と
右
手
に
高
層
団
地
が
み
え
る
と
こ
ろ 

の
三
差
路
に
黒
髪
稲
荷
が
あ
り
、
入
口
に
文
化
十
二(

一
八
一
五)

年
号
の
入
っ
た
双
体 

(3 -

道
祖
神
が
あ
る
。
稲
荷
か
ら
北
西
に
す
す
め
ば
下
新
田
で
あ
る
。
集
落
は
比
較
的
古
い
形

滝川に沿う旧道右T1は関越Q速道

道控「これよりひだり 江戸みち」

萩原の笠松

公田渡し
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態
を
残
し
て
お
り
、
両

側
に
あ
る
風
ょ
け
の
た

め
の
防
風
垣
が
落
ち
着

い
た
ふ
ん
囲
気
を
た
だ

ょ
わ
せ
る
。
集
落
の
北

の
は
ず
れ
に
は
真
言
宗

1

251 

1

24" 

福
徳
寺
、
西
に
八
幡
宮 

が
向
か
い
合
ぅ
形
で
鎮 

座
し
て
い
る
。
集
落
を

は
ず
れ
て
道
な
リ
に
北
に
進
め
ば
や
が
て
県
道
前
橋.

藤
岡
線
と
合
わ
さ
る
。
合
流
点
か 

ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
北
に
行
っ
て
東
側
を
注
意
し
て
行
く
と
雷
電
神
社
と
刻
ま
れ
た
石 

柱
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
東
に
折
れ
利
根
川
の
崖
ま
で
行
け
ば
雷
電
神
社
で
あ
る
。
本 

殿
の
欄
干
に
は
雷
ょ
け
祈
願
の
た
め
の
沢
山
の
わ
ら
じ
が
か
か
っ
て
い
る
。

も
と
の
道
に
戻
っ
て
上
新
田
町
を
さ
ら
に
北
に
す
す
む
と
周
辺
は
前
橋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ 

ン
と
し
て
の
新
興
住
宅
街
で
あ
る
。
旧
道
も
今
は
自
動
車
の
波
に
お
お
わ
れ
て
新
し
い
姿 

を
み
せ
て
い
る
。
街
並
の
き
れ
た
所
に
道
祖
神
が
一
体
建
っ
て
い
る
附
近
で
小
相
木
町
に 

入
る
。
そ
の
ま
ま
行
く
と
変
則
五
差
路
で
あ
る
。
こ
こ
を
右
折
す
る
と
利
根
川
を
渡
る
南 

部
大
橋
の
下
に
「実
政
渡
し
」
対
岸
に
「実
政
関
所
」
が
あ
っ
た
。
真
政
、
実
正
な
ど
の 

字
を
当
て
る
こ
と
も
あ
る
。
前
橋
へ
西
か
ら
入
る
道
と
し
て
は
大
渡
渡
し
と
並
ん
で
重
要 

な
道
路
で
あ
っ
た
。
実
政
関
は
元
和
ニ
ニ 

六
一/
く
一
年
の
創
立
と
い
わ
れ
、
前
橋
風
土 

記

に

「府
城
の
南
半
里
許
リ
に
在
り
、
川
の
西
を
名
づ
け
て
古
市
と
い
ぅ
。
水
傍
の
高
岸 

h

に
一
つ
の
小
守
舎
を
設
く
、
下
を
下
り
て
港
に
到
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
実
政
関
は 

実
政
番
と
も
呼
ば
れ
た
。

利
根
川
上
流
の
河
川
利
用
の
中
で
重
要
な
位
置
を1=

め
た
筏
流
し
は
元
和
八(

一
六
二 

二)

年
の
酒
井
忠
世
の
書
状
で
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
そ
の
中
に
実
政 

番
所
に
筏
番
二
人
を
置
い
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
筏
は
上
流
の
一
本
一
本
ば
ら
ば
ら
の
状

態
か
ら
下
流
に
行
く
に
し
た
が

-->

て-

艘
に
組
ま
れ
た
。
渋
川
附
近
で
こ
の
作
業
が
行
わ 

れ
、
五
料
で
江
戸
ま
で
運
ぶ
大
編
成
の
筏
作
り
を
し
た
。
筏
番
は
実
政
の
他
に
大
渡
、
福 

島
、
五
料
な
ど
に
置
か
れ
た
と
い
う
。

大
渡
、
実
政
、
福
島
、
五
料
は
こ
う
い
っ
た
陸
上
交
通
と
水
上
交
通
の
交
差
す
る
重
要 

拠
点
で
あ
り
、
経
済
、
軍
事
両
面
か
ら
重
視
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

街
道
は
南
部
大
橋
西
の
変
則
五
差
路
を
真
北
に
い
く
道
を
北
に
た
ど
る
が
、
川
欠
の 

た
め
、
今
は
大
徳
寺
先
で
行
き
止
り
に
な
っ
て
お
り
。
旧
道
は
河
原
の
部
分
に
あ
た
る
。
 

そ
の
す
ぐ
西
側
に
大
き
な
山
門
が
目
に
入
る
。
天
台
宗
五
徳
山
大
徳
寺
で
あ
る
。
元
和
元 

(

一
六
一
五)

年
の
開
山
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
多
宝
塔
と
総
門
の
二 

つ
の
前
橋
市
指 

定
重
要
文
化
財
が
あ
る
。
寺
の
説
明
板
に
ょ
る
と

〇
多
宝
搭 

群
馬
に
お
け
る
多
宝
搭
は
石
造
の
も
の
か
多
い
が
、
金
銅
製
の
も
の
は
少
な 

く
、
こ
の
多
宝
搭
は
大
き
さ
全
長
一
四
〇
セ
ン
チ
も
あ
リ
、
他
に
類
が
な
い
で
あ
ろ
う-

こ

下新田稲荷内道祖神

收家WJ田新

小相木町実正渡し跡



の
多
宝
塔
は
古
市
町
生
れ
の
黒
崎
喜
平
次
が
近
江
の
国
か
ら
故
郷
に
送
っ
た
も
の
と
さ
れ 

て
い
る
。
黒
崎
は
近
江
へ
奉
公
に
行
き' 

そ
の
後
商
人
と
な
っ
て
大
金
持
と
な
り
、
彼
は
先 

祖
に
金
を
送
る
の
に
仏
像
の
中
に
金
を
入
れ
て
送
れ
ば
関
所
を
安
全
に
通
過
で
き
る
と 

あ
っ
て
こ
れ
を
実
行
し
た
。
現
在
大
徳
寺
に
は
こ
の
時
送
ら
れ
た
灯
竜
ー 

ー
基
の
ぅ
ち
一
基
が 

残
っ
て
い
る
。(

中
略)

多
宝
塔
の
中
に
は
基
礎
の
部
分
の
中
に
木
彫
り
の
仏
像
六
体
が
安
置 

さ
れ
て
お
り
、
中
台
の
部
分
に
経
文
八
巻
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
正
徳
ー
ー(

一
七
ー
ニ)

年 

の
作
と
い
ぅ
。

〇

総
門 

こ
の
門
は
江
戸
中
期
、
世
に
知
ら
れ
る
宮
大
工
田
村
八
兵
衛
の
遺
構
で
あ
る
。
 

彼
は
隣
接
の
後
家
町
の
大
工
で
、
こ
の
門
の
他
に
秩
父
市
三
峰
神
社
社
殿
、
伊
香
保
水
沢
観 

音
堂
六
角
堂
な
ど
の
傑
作
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
門
は
本
柱
上
部
か
ら
前
後
の
控
ぇ
柱 

の
斗
拱
中
に
海
老
虹
梁
を
笈
形
状
に
架
け
た
特
異
構
造
を
も
つ
四
脚
門
で
あ
る
。

こ
の
種 

の
構
造
で
著
名
な
も
の
は
日
光
東
照
宮
上
神
庫
な
ど
二
、
三
あ
る
だ
け
で
、
こ
の
大
徳
寺
総 

門
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
比
較
す
る
上
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
境
内
の
碑
に
元
禄
二(

一
六

八

九)

年

建

造

と

記

録

し

て

あ

る

。

旧
道
が
通
行
不
能
な
の
で
五
差
路
に
も
ど
り
北
西
方
向
に
向
か
ぅ
県
道
前
橋.

藤
岡
線 

を
た
ど
る
と
し
ば
ら
く
し
て
県
道
が
旧
道
上
を
走
る
よ
ぅ
に
な
る
。
両
毛
線
を
越
え
た
所 

か
ら
旧
道
は
斜
め
に
旧
国
道
一
七
号
線
石
倉
町
の
群
馬
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
営
業
所
の
あ
た
り
に 

抜
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
宅
地
化
さ
れ
て
こ
の
道
は
な
い
。
現
在
の
両
毛 

線
の
や
や
北
、
群
馬
ト
ヨ
ペ/

卜
付
近
は
両
毛
線
が
ま
だ
利
根
川
を
わ
た
っ
て
い
な
か
っ 

た
当
時
の
前
橋
駅
跡
に
あ
た
る
。

国
道
一
七
号
線
を
渡
り
そ
の
ま
ま
北
上
す
る
と
国
道
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
で
小 

川
を
渡
る
。
こ
の
付
近
か
ら
王
山
古
墳
あ
た
り
ま
で
が
厩
橋
の
前
身
に
当
る
石
倉
城
跡
で 

(
30)

あ
る
。
城
の
東
半
部
は
崖
下
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
か
、
も
と
も
と
崖
上
に
あ
っ
た
城
で
後 

に
武
田
信
玄
が
修
築
し
た
。
今
は
宅
地
化
さ
れ
城
跡
を
し
の
ぶ
も
の
は
何
も
な
く
な
っ
て 

し
ま
っ
た
。

2
 

玉
村
宿
か
ら
大
渡
集
落
へ

N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考

17
諏
訪
神
社 

道
祖
神
、
庚
申
塔

18
善

勝

寺

19
宝
篋
印
塔 

明

徳

元

年 

西
福
寺
跡
、
高
崎
市
指
定
史
跡 

20
道 

標

21
公
田
渡
し
跡

22
萩
原
の
笠
松 

県
指
定
天
然
記
念
物

23
双
体
道
祖
神 

文
化
ー
ニ
年
黒
髪
稲
荷
内

24
下
新
田
八
幡
宮

25
福

徳

寺
 

真
言
宗

26
雷
電
神
社 

わ
ら
じ
の
奉
納

27
実
政
渡
し

28
実
政
関
所

29
大

徳

寺

30
石
倉
城
跡

小相木町大徳寺総門

県庁よリみた旧石倉城跡
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三
、
大
渡
集
落
か
ら
総
社
宿
へ

(2
 )

街
道
は
、
王
山
古
墳
と
前
橋
競
輪
駐
車
場
の
間
を
通
り
抜
け
て
北
へ
向
か
う
。
こ
の
古 

墳
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
、
前
橋
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で 

あ
る
。
墳
丘
は
、
川
原
石
を
使
っ
て
み
ご
と
に
葺
き
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
後
円
部
の 

基
壇
の
上
の
墳
丘
は
、
川
原
石
だ
け
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「積
石
塚
」
と
言 

わ
れ
る
め
ず
ら
し
い
古
墳
で
あ
る
。
埋
葬
部
は
、
や
は
り
川
原
石
だ
け
を
使
っ
て
積
み
上 

げ
た
横
穴
式
石
室
で
、
後
円
部
に
造
ら
れ
、
東
南
東
に
向
か
っ
て
開
口
し
て
い
る
。
現
在 

は
、
児
童
公
園
と
し
て
整
備
保
存
さ
れ
て
い
る
。
道
は
、
こ
の
古
墳
の
後
円
部
か
ら
前
方 

部
に
そ
っ
て
東
沿
い
に
周
堀
内
を
通
り
抜
け
る
よ
う
に
北
上
し
て
い
る
。
約
二
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
進
む
と
、
利
根
川
右
岸
の
断
崖
が
、
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
せ
ま
っ
て
く
る
。
明 

治
一
八
年
測
量(

陸
地
測
量
部)

の
地
図
で
見
る
と
、
こ
の
あ
た
り
で
三
差
路
に
な
っ
て 

い
て
、
本
道
は
北
か
ら
東
へ
折
れ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
東
へ
約
四◦

メ
ー
ト
ル 

で
利
根
川
原
に
下
り
、
東
岸
へ
渡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
宅 

地
や
畑
に
な
っ
て
い
て
、
ど
の
地
点
か
ら
河
川
敷
へ
下
り
た
の
か
わ
か
り
に
く
い
状
態
で 

あ
る
。
ま
た
、
道
も
消
え
て
い
る
の
で
、現
在
で
は
直
進
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
か
ら 

見
る
と
、
か
な
り
右
岸
が
浸
触
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
り
立
っ
た
断
崖
は
、
非 

常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
古
く
か
ら
、
前
橋
城
下
を
ぬ
け
て
利
根
川
を
渡
り
、

越
後
へ
向
か
う
た
め
の
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た
。
江
戸
期
を
通
じ
て
舟
渡
し
で
、
対
岸 

(

現
前
橋
工
高
グ
ラ
ン
ド
南)

に
は
、
大
渡
関
所
二
六
一
五
年
創
設)

が
置
か
れ
て
い 

(3

ン
た"

幕
末
安
政
五(

一
八
五
八)

年
に
、
大
渡
橋
す
な
わ
ち
「万
代
橋
」
が
完
成
し
た
。
 

こ
れ
は
、
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
の
設
計
者
と
し
て
有
名
な
永
井
長
次
郎
の
手
に
よ
る
も
の 

で
、
構
造
は
刎
橋
で
あ
っ
た
。
当
時
の
前
橋
藩
の
こ
の
橋
に
よ
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
土 

手
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、
や
が
て
は
綿
絵
に
描
か
れ
る
ほ
ど
有
名
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
 

大
水
に
よ
り
数
年
に
し
て
流
失
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
非
常
に
お
し
ま
れ
る
。

さ
ら
に
北
へ
進
む
に
つ
れ
て
崖
が
近
づ
き
、

一
〇
メ
ー
ト
ル
程
に
な
っ
た
所
で
、
左
に 

折
れ
県
道
に
出
る
。
次
の
信
号
で
右
折
す
る
と
、
ま
た
旧
状
を
残
す
道
路
に
入
る
。
道
路 

の
西
側
に
は
、
今
も
水
路
が
通
っ
て
い
る
。
約
三
〇
〇
メ,
—
ト
ル
直
進
し
て
、
野
馬
塚
神 

(5
 )

明
宮
へ
の
入
口
の
所
で
再
び
左
へ
折
れ
る
と
ま
た
県
道
へ
出
る
〇
野
馬
塚
抽
明
宮
へ
は
、

そ
の
ま
ま
細
い
道(

約
ニ
メ
ー
ト
ル)

に
入
っ
て
行
く
と
、
小
さ
な
鳥
居
の
前
に
出
る
。

(8
 ) 

( 7 )

神
明
宮
は
、
野
馬
塚
地
区
の
鎮
守
と
し
て
、
総
社
城
の
南
木
戸
の
外
に
建
立
さ
れ
た
。
社 

殿
の
前
に
は
、
自
然
石
に
、
深
く
み
ご
と
に
彫
り
刻
ん
だ
安
永
三(

一
七
七
四)

年
二
月 

造
立
の
道
祖
神
と
、
享

保

六(

一
七
ニ
ー)

年
造
立
の
双
体
道
祖
神
が
あ
り
、
三
猿
を
刻 

ん
だ
台
石
に
建
て
ら
れ
た
庚
申
塔(

宝
永)

が
並
ん
で
い
る
。

県
道
へ
出
て
、
総
社
城
南
木
戸
跡
の
す
ぐ
手
前
、
左
側
の
空
地
を
隔
て
て
野
馬
塚
公
民 

館
が
あ
り
、
南
接
し
て
野
馬
の
不
動
尊
が
あ
る
。
境
内
に
は
、
野
馬
の
石
碑
、
石
仏
、
供 

養
塔
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

野馬塚神明宮入ロ

野馬の不動尊



総
社
宿
は
、
秋
元
越
中
守
長
朝
が
慶
長
六 

二
六
〇
一)

年
に
着
任
以
来
、
総
社
城
の 

築
城
事
業
の
一
環
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
慶
長
九 

二
六
〇
四)

年
の
町
づ
く
り
の 

時
に
は
、-
兀
総
社
か
ら
総
社
町
に
多
く
の
人
々
を
移
住
さ
せ
た
と
い
う
記
録(

「上
野
国
植 

野
年
代
記
」)

が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
問
屋
と
し
て
、
福
田.

曾
我
、
猿
谷
の
三
氏
が 

任
命
さ
れ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
宿
場
は
城
下
町
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
お
り
、
街
道
は
、
三
か
所
で 

直
角
に
折
り
曲
げ
て
つ
く
ら
れ
、
宿
の
南
と
北
の
入
口
に
は
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
 

地
割
は
、
全
長
十
一
町
三
十
間(

一
、
二
五
三
メ
ー
ト
ル)

の
道
路
に
沿
っ
て
整
然
と
さ 

れ
て
お
り
、
間
门
五
〜
一
〇
間
、
奥
行
三
五
〜
四
〇
間
の
短
冊
形
で
ぁ
っ
た
。
道
路
の
中 

央
と
屋
敷
裏
に
は
水
路
を
通
し
、
防
火
と
給
水
に
役
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
城
の
水
堀
と 

し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
た
。

こ
の
ょ
う
に
、
初
め
か
ら
計
画
的
に
町
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
ょ
く
わ
か
り
、
現

在
で̂

P

そ
の
名
残
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

街
道
は
、
南
木
戸
跡
か
ら
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
でT

字
路
に
出
て
、
信
号
で
左
折
す
る 

が
、
右
へ
行
く
と
す
ぐ
大
渡
橋
で
あ
る
。
こ
の
橋
は
、
完
成
当
時
か
ら
今
で
も
、
前
橋
市 

と
利
根
西
地
方
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
狭 

い
た
め
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
次
の
信
号
ま
で
車
が
並
び
、
渋
滞
が
ひ
ど
い
。
そ
の
た
め
、
 

現
在
の
橋
と
並
行
し
て
、
新
し
い
橋
の
新
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

信
号
か
ら
県
道
前
橋.

伊
香
保
線
に
入
リ
、
西
へ
向
か
う
と
、
次
の
信
号
手
前
左
側
に
、
 

(9
 ) 

時
代
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
り
っ
ぱ
な
土
蔵
造
り
の
家
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
が
問
屋
で
、
 

信
号
西
北
隅
の
所
が
本
陣
跡
で
あ
る
。

信
号
で
右
折
し
て
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
手
押
式
の
信
号
で
左
へ
入
っ
て
行
く
と
、
光 

厳
寺
の
楼
門
が
見
え
て
く
る
。

光
厳
寺
は
、
秋
元
長
朝
が
、
慶
長
十
ニ 

ニ
六
〇
七)

年
に
菩
提
寺
と
し
て
建
て
た
天

(
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台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
、
脇
侍
に
文
殊
、
普
賢
菩
薩
を
祭
り
、
阿
弥 

陀
如
来
、
観
世
音
菩
薩
も
祭
っ
て
あ
る
。
境
内
に
は
、
秋
元
家
累
代
の
御
廟
所
、
長
朝
の 

用
水
開
削
の
徳
を
慕
っ
て
建
て
た
有
名
な
力
田
遺
愛
碑
が
あ
る
。
ま
た
、
本
堂
や
庫
裏
だ 

け
で
な
く
、
総
門
、
楼
門
、
長
屋
門
、
薬
医
門
、
元
三
大
師
堂
、
薬
師
堂
、
鐘
楼
等
々
、
文 

化
財
と
し
て
貴
重
な
建
造
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
、
境
内
に
あ
る
七
重
層
塔 

や
霊
園
内
に
あ
る
六
地
蔵
石
幃
は
、
市
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
秋
元
家
歴
代
の
墓
地 

は
、
す
ぐ
東
に
あ
る
宝
塔
山
古
墳
の
頂
上
に
あ
る
。

宝
塔
山
古
墳
は
方
墳
で
、
ピ
ラ
ミ/

ド
の
工
部
を
水
平
に
切
り
取
っ
た
ょ
う
な
形
を
し 

て
い
る
。
ま
わ
り
は
周
堀
で
囲
ま
れ
て
い
た
ょ
う
で
あ
る
。
石
室
は
横
穴
式
で
、
南
へ
向
か 

っ
て
開
口
し
て
お
り
、
玄
室
、
前
室
、
羨
道
を
備
え
た
複
室
に
な
っ
て
い
る
。
壁
は
、
す 

ベ
て
截
石
の
切
組
積
み
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
削
り
目
の
あ
る
壁
石
の
表
面
に
は
、
今
で 

も
し
っ
く
い
を
塗
っ
た
痕
跡
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。
玄
室
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
中
に 

は
み
ご
と
な
家
型
石
棺
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
脚
部
は
格
狭
間
に
切
ら
れ
、
当
時
の 

優
れ
た
技
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
の
羨
道
入
口
部
発
掘
調
査

総社町宿割図
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に
ょ
っ
て
、
埋
没
し
て
い
た
前
庭
の
設
備
が
発
見
さ
れ
た
。

宝
塔
山
古
墳
の
東
、
総
社
小
学
校
の
校
庭
南
側
に
接
し
て
蛇
穴
山
古
墳
が
あ
る
。
円
墳 

で
、
横
穴
式
石
室
が
南
に
開
口
し
て
い
る
。
羨
道
は
な
く
、
玄
門
か
ら
直
接
玄
室
に
入
る 

形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
、
玄
室
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
天
井.

左
右
奥
壁
が
、
皆
一
枚 

石
で
造
ら
れ
て
い
る
。

手
押
式
信
号
か
ら
、
さ
ら
に
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
右
側
に
粟
島
大
神
宮
が 

あ
り
、
手
前
に
問
屋(

曾
我
氏)

が
あ
っ
た
。

粟
島
大
神
宮
は
、
秋
元
氏
が
総
社
の
町
づ
く
り
を
始
め
た
慶
長
九(

一
六
〇
四)

年
に
、
 

伊
勢
神
宮
の
遙
拝
殿
で
あ
る
伊
勢
殿
を
こ
の
地
に
建
て
た
と
伝
ぇ
ら
れ
て
い
る
。
今
な
お
、
 

入
口
に
め
ず
ら
し
い
十
二
本
柱
の
門
構
ぇ
の
建
物
が
あ
り
、
中
に
伊
勢
殿
の
額
が
か
か
げ 

ら
れ
て
い
る
。
十
月
九
日
が
例
祭
日
に
な
っ
て
い
て
、
本
祭
礼
の
時
は
各
字
か
ら
山
車
を 

出
し
て
大
へ
ん
賑
や
か
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
境
内
に
は
、
六
十
六

部
供
養
塔
を
は
じ
め
、
大
型
の
供
養
塔
が
数
基
建
っ
て
：；
る
。

さ
ら
に
二◦
◦

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
み
、
右
側
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
手
前
の
路
地
を 

入
っ
て
行
く
と
熊
谷
稲
荷
が
あ
る
。
こ
の
神
社
の
由
来
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
が
、
次 

の
ょ
う
な
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
総
社
騒
動(

安
藤
出•

守
暴
政
訴
訟
事
件)

の
時
、
暴 

政
に
耐
え
か
ね
た
農
民
の
代
表
二
八
人
が
、
江
戸
へ
の
直
訴
が
事
前
に
発
覚
す
る
の
を
恐 

れ
て
、
途
中
武
蔵
国
熊
谷
の
稲
荷
神
社
で
落
ち
合
い
、
加
護
を
祈
っ
た(

宝
永
六
年
五
日)
。
 

出
訴
の
結
果
が
、
首
尾
ょ
く
勝
訴
に
な
っ
た
た
め
、
領
民
は
感
謝
の
意
を
こ
め
て
こ
こ
に 

稲
荷
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
は
、
数
多
く
の,
决
申 

塔
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
。

や
が
て
街
道
は
左
へ
折
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
直
進
す
る
と
、
元
景
寺
の
門
の
正
面
に
至 

る
。元

景
寺
は' 

秋
元
長
朝
が
、
父
景
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
天
正
十A

こ
五
九
〇) 

年
に
法
現
寺
を
改
易
し
て
、
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
曹
洞
宗
双
林
寺
の
末
寺
で 

あ
る
。
境
内
に
は
、
応
永
の
石
仏
、
天
明
の
浅
間
焼
け
供
養
塔
、
羽
階
権
現
な
ど
が
あ
り
、
 

裏
の
墓
地
に
は
、
秋
元
景
朝
、
淀
君
伝
説
の
心
窓
院
の
墓
が
あ
る
。

街
道
は
、
元
景
寺
入
口
前
で
左
に
折
れ
、
西
へ
向
か
う
と
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
立 

石
橋
を
渡
る
。
こ
の
橋
は
天
狗
岩
用
水
を
渡
る
橋
で
、
往
時
は
、
こ
こ
に
西
木
戸
が
あ
『

た
。
左
道
路
際
に
標
柱

が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
、

橋
の
左
下
に
は
、
群
馬 

県
で
最
初
の
水
力
発
電

所
で
ぁ
る
総
社
発
電
所

の
取
水
口
跡
の
赤
レ
ン 

|

54>

ガ
が
残
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
天
狗
岩
用
水
を
せ 

き
と
め
、
五◦

キ
ロ
ワ

元

景
寺



ソ
ト
の
電
気
を
起
こ
し
て
、
前
橋
市
内
に
送
電
し
た
。

(
55)

こ
の
天
狗
岩
用
水
は
、秋
元
長
朝
が
、総
社
領
内
の
水
田
開
発
の
た
め
開
削
し
た
用
水
路 

で
あ
る
。
工
事
は
、
慶
長
七 

二
六
〇
二)

年
か
ら
始
め
ら
れ
、
同
九 

二
六
〇
四)

年 

に
完
成
し
た
。
利
根
川
か
ら
水
を
引
く
た
め
に
は
、
水
面
か
ら
地
表
ま
で
一
〇
メ
—
ト
ル

余
も
差
が
ぁ
る
の
で
、
 

遠
く
吉
岡
村
の
大
久

保
地
内
か
ら
取
水
し

て
引
い
て
来
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

特
に
、
取
水
ロ
付
近

は
難
工
事
で
、
巨
岩

に
進
路
を
は
ば
ま
れ

て
困
っ
て
い
た
時
、

一
人
の
山
伏
風
の
大
男
が
現
わ
れ
て
エ

事
を
指
揮
し
、
巨
岩
を
取
り
除
い
た
と

い
う
。
こ
の
男
は
、
天
狗
に
ち
が
い
な 

い
と
い
う
こ
と
で
、
羽
階
大
権
現
と
し 

て
祭
っ
た
。
こ
う
し
て
、
天
狗
岩
用
水 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
用
水
は
、
総
社
城
の
堀
用
水
と
し 

て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

立
石
橋
か
ら
、
上
流
へ
約
ー
キ
ロ
メ

—
ト
ル
さ
か
上
っ
た
所
に
五
千
石
堰
が

(
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あ
る
。
こ
の
堰
で
、
天
狗
岩
用
水
を
分 

水
し
て
、
総
社
城
の
内
堀
用
水.

宿
場 

用
水•

水
田
用
水
に
活
用
し
て
い
た
。

こ
の
用
水
は
、
天
狗
岩
用
水
よ
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
午
王
頭
川
か
ら
分
水 

し
て
、
元
景
寺
北
に
あ
っ
た
勝
山
城
の
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の 

用
水
の
末
流
は
、
再
び
天
狗
岩
用
水
の
上
を
樋
で
渡
し
て
西
に
流
し
、
五
千
石
の
灌
漑
地 

域
を
得
る
こ
ど
が
で
き
た
た
め
に
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
 

(
59)

立
石
橋
を
通
過
し
て
、
約
二◦
◦

メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
総
社
二
子
山
古
墳
の
入
口
を
示 

す
標
識
と
石
柱
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
左
の
路
地
へ
入
る
と
ま
も
な
く
、
桜
の
大
木
が
茂
る 

前
方
後
円
墳
に
着
く
。
こ
の
古
墳
の
石
室
は
、
前
方
部
と
後
円
部
の
両
方
に
あ
る
。
前
方 

部
の
石
室
は
自
然
石
乱
石
積
の
両
袖
型
で
、
後
円
部
の
は
角
閃
石
安
山
岩
を
用
い
た
削
り 

石
の
互
目
積
み
、
両
袖
型
で
あ
る
。

二
子
山
古
墳
の
す
ぐ
南
側
の
畑
の
中
に
あ
る
円
墳
は
愛
宕
山
古
墳
で
、
横
穴
式
石
室
内 

に
は
、
凝
灰
岩
製
の
ど
っ
し
り
し
た
家
型
石
棺
が
置
か
れ
て
い
る
。

3

大
渡
集
落
か
ら
総
社
宿
へ

N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考

32
王
山
古
墳 

六

世

紀

前

方

後

円

墳

33
大
渡
関
所
跡 

元

和

元

年

34
舟
渡
し
場 

万
代
橋
が
か
け
ら
れ
る

35
野
馬
塚
神
明
宮 

不 

詳

道

祖

神
 

安

永

三

年

自

然

石

〃 

享

保

六

年

双

体

道

祖

神

庚

申

塔
 

宝

永

年

間

台

座

に

三

猿

36
野
馬
の
不
動
尊 

不 

詳 

石
神.

石
仏.

供
養
塔
あ
り

37
南
木
戸
跡

38
総
社
城
跡

39
問 

屋 

福
田
氏

40
出
口
の
子
育
て
地
蔵 

不 

詳

双
体
道
祖
神 

宝

暦

九

年

庚

申

塔
 

寛
政
ニ
ー
年

41
本

陣

跡
 

宮
下
氏

42
山
王
廃
寺
跡 

八

世

紀

塔

心

礎

、
根
卷
石
は
国
指
定
重
要
文
化
財

浅間焼け供養塔

発 電 所 跡
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43
光

巌

寺
 

慶
長
ー
ー
ー
年

御

廟

所
 

文

化

九

年

再

建

庫 

裏 

文
化
一
〇
年
再
建

本 

堂 

文

政

三

年

再

建

力
田
遺
愛
碑 

安

永

五

年

県

指

定

史

跡

七
重
層
塔

六
地
蔵
石
幌 

明
応
四
年
光
巌
寺
霊
園
に
あ
る

44
宝
塔
山
古
墳 

八

世

紀

国

指

定

史

跡

45
蛇
穴
山
古
墳 

八

世

紀

国

指

定

史

跡

46
問 

屋 

曾
我
氏

47
粟
島
大
神
宮 

慶

長

九

年

普
門
品
供
養 

安

永

三

年

百
番
供
養
塔 

延

享

元

年

六
十
六
部
供
養
塔
三
基 

文

化

七

年

他

に

宝

暦

八

年

、
寛
保
元
年

庾

申

塔 

寛
政
ー
ー 

ー
年

48
熊
谷
稲
荷 

不 

詳
戊

申

塔

多

数

あ

り

49
双
体
道
祖
神

50
元

景

寺

応
永
の
石
仏 

応
永
ー
ー
八
年 

「妙
円
妙
春
諸
旦
那
敬
白
」
と
あ
る 

浅
間
焼
け
供
養
塔 

天

明

四

年

51
み
ず
ほ
稲
荷•

古
墳

庚
申
青
面
金
剛 

元

文

五

年

52
馬
頭
観
音 

文

政

七

年

53
西
木
戸
跡

54
総
社
発
電
所
跡 

明
治
ー
ー
七
年

55
天
狗
岩
用
水 

慶

長

九

年

56
五
千
石
堰

57
立
石
の
水
天
宮 

天
保
一
四
年

58
勝

山

城

跡
 

応
安
四
年
赤
松
播
磨
守
則
景
が
築
城

59
総
社
ー
ー
子
山
古
墳

60
愛-

山
古
墳

四
、
総
社
宿
か
ら
大
久
保
宿
へ

総
社
宿
か
ら
西
へ
直
進
し
て
き
た
街
道
は
、
上
越
線
踏
切
の
手
前
あ
た
り
か
ら
、
や
や 

(
61) 

右
に
カ
ー
ブ
を
始
め
る
。
そ
の
す
ぐ
右
手
に
諏
訪
神
社
が
あ
り
、
境
内
に
は
多
く
の
庚
申 

塔
.

寒
念
仏
供
養
塔
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
西
に
は
、
自
然
石
利
用
の
庚
申
塔
が
約
七 

十
基
、
向
き
合
わ
せ
て
上
手
に
並
べ 

て
あ
る
。

踏
切
を
越
え
て
最
初
の
信
号(

総
社
町
高
井
交
差
点)

で
、
街
道
は
右
折
す
る
。
約
二 

(
62) 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
左
側
に
高
井
観
音
堂
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
観
音
寺
が
あ
っ
た
が
、
 

明
治
二
十
三
年
の
火
災
で
、
観
音
堂
だ
け
が
残
っ
た
。
か
つ
て
は
、
例
年
一
月
十
九
日
に 

競
馬
が
行
な
わ
れ
、
一
、
二
、
八
月
の
縁
日
に
は
馬
を
ひ
く
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
と
い
ぅ
。
 

(
63) 

こ
こ
か
ら
少
し
行
く
と
、
左
の
辻
に
地
蔵
様
が
建
っ
て
い
る
。
延
命
地
蔵
で
あ
る
。
高 

井
の
家
並
み
を
過
ぎ
る
と
吉
岡
村
大
久
保
で
あ
る
。

午
王
頭
橋
を
渡
る
と
宿
の
家
並
み
に
入
る
が
、
橋
の
手
前
左
側
の
辻
に
多
く
の
石
の
塔 

(
65) 

が
祭
ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
庚
申
塔
で
、
大
小
二
三
墓
は
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
外
、
 

青
面
供
養
塔
、
百
番
供
養
塔
、
馬
頭
観
音
が
あ
る
。

宿
は' 

昔
か
ら
「大
久
保
の
長
宿
」
と
言
わ
れ
、
南
北
に
長
い
家
並
み
を
形
成
し
て
い 

る
。
明
和
元

(一

 

七
六
四)

年
の
大
久
保
村
明
細
帳
に
ょ
る
と
、
「南
北
江
弐
拾
八
町
程
」
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
下
中
町
か
ら
中
町•

上
町
ま
で
が
ほ
ぼ
直
線
コ
ー
ス
で 

約
一.

ニ
キ
ロ
で
、
こ
こ
か
ら
ゆ
る
や
か
に
蛇
行
し
な
が
ら
駒
寄
橋
ま
で
来
る
と
、
合
計 

約
ニ
キ
ロ
に
な
る
。
通
り
は
、
県
道
前
橋.

伊
香
保
線
で
、
道
幅
は
ほ
と
ん
ど
昔
と
変
わ 

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
土 .

日
曜
日
と
も
な
る
と
、
行
き
交
ぅ
行
楽
の
バ
ス.

乗
用
車 

で
、
年
間
を
通
じ
て
交
通
量
が
多
く
、
路
面
に
駐
車
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
な
状
態
で 

あ
る
。

こ
の
宿
の
直
線
コ
ー
ス
を
歩
い
て
い
て
、
左
右
に
目
に
つ
く
の
が
、
土
蔵
と
り
っ
ぱ
な 

蚕
屋
造
り
の
農
家
で
あ
る
。
元
来
、
こ
の
宿
は
、
南
北
両
隣
の
宿
ま
で
近
い
た
め
、
運
賃



の
上
が
り
も
少
な
い
上
、
や
が
て
三
国
街
道
に
お
客
を
奪
わ
れ
る
な
ど
で
、
貧
し
い
宿
場 

町
で
あ
っ
た
ょ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
養
蚕
に
力
を
入
れ
る
ょ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
二
階 

で
百
姓
を
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
ま
で
な
り
、
豊
か
な
農
家
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で 

あ
る
。
現
在
で
も
、
街
道
に
沿
っ
て
細
い
道
が
互
い
違
い
に
東
西
に
向
か
っ
て
お
り
、
地 

割
に
も
往
時
の
面
影
が
歴
然
と
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
に
入
り
、
屋
敷
の
間
を
抜
け 

る
と
、
東
西
と
も
桑
が
目
立
つ
畑
地
に
出
る
。
今
で
も
、
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
る
。

午
王
橋
を
渡
っ
て
下
中
町
を
四
〇◦

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
左
側
に
、
問
屋
場
跡(

桃

(9
 )

沢
氏
宅)

が
あ
る
。
 

大
久
保
宿
の
三
問
屋 

の
ぅ
ち
の
下
の
問
屋 

と
言
わ
れ
た
所
で
あ 

る
。
以
前
は
、
往
還 

に
面
し
て
間
口
四
、

五
間
は
あ
る
大
き
な

家
が
あ
っ
た
と
い

う
〇

(

〇)

さ
ら
に
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、
大
泉
寺
の
門
前
に
至
る
。
こ
の
お
寺
は
天
台 

宗
で
、
渋
川
市
真
光
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
古
来
数
回
に
わ
た
る
火
災
の
た
め
、
記
録.

什 

宝
類
も
焼
失
し
た
た
め
、
開
山
開
墓
は
も
と
ょ
り
、
そ
れ
以
後
の
由
来
も
不
明
で
あ
る
。
 

境
内
に
は
保
育
園
が
あ
り
、
そ
の
庭e

な
っ
て
い
る
所
に
は
、
か
っ
て
、
十
六
羅
漢
の
仏 

堂
が
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
門
前
に
は
、
り
っ
ぱ
な
馬
頭
観
音
や
寒
念
仏
供
養
塔•

百
番
供
養 

塔
が
並
ん
で
お
り
、
左
手
に
は
、
高
さ
約
一 

•

八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
垣
の
築
地
の
上
に
、
 

白
壁
土
蔵
造
り
の
御
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
三
大
師
堂
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
 

昔
は
、
毎
年
一
月
十
八
日
、
九
月
三
日
の
両
日
に
大
祭
を
行
な
い
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
と 

い
ぅ
。

大
師
堂
の
前
に
は
、
法
華
経
一
千
部
供
養
塔
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
名
主
の
中
島
宇
右
衛 

門
元
昭
が
建
立
し
た
も
の
で
、
以
前
は
門
前
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
に
こ
こ
に
移 

し
た
。
こ
の
外
、
御
堂
の
横
に
は
、
庚
申
塔
を
は
じ
め
数
基
の
供
養
塔
が
並
べ
て
建
て
ら 

れ
て
あ
る
。
ま
た
、
門
を
入
る
と
正
面
に
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
鐘
塚
の
碑
と 

言
わ
れ
て
お
り
、
倒
潰
し
て
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
を
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
久
保
宿
に
は
、
こ
の
外
に
も
句
碑
が
あ
る
の
で
、
次
に
並
べ
て
記
し
て
お
く
。
 

1
701

鐘

塚

の

碑

所

在

地 

大

久

保

大

泉

寺

境

内

高井観音堂

大久保の土蔵

大久保宿の土蔵

と蚕屋のある家

土蔵

蚕屋

鐘塚の碑
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高

さ
 

約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

碑 

文 

鐘
つ
か
ぬ
里
は
何
を
か
春
の
暮 

芭
蕉
翁

(

〇)

友
塚
の
5^8

所
在
地 

大
久
保
三
津
屋
佐
藤
氏
宅

高

さ
 

約
七◦

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

碑

文
 

益
や
古
礼
裳
満
多
我
登
母
奈
羅
数 

芭
蕉 

か
や
し
ら
お 

(M )

加
舎
白
雄
の
句
碑

所
在
地 

大
久
保
中
町
金
谷
氏
宅

高

さ
 

約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

碑

文
 

お
も
ふ
柳
見
に
行
く
頃
と
な
り
に
け
リ 

白
雄
翁

金
井
岱
路
の
句
碑

所
在
地 

大
久
保
中
町
金
谷
氏
宅

高

さ
 

約
八〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

碑

文
 

□
□

亭
聞
虫
爾□

良
音
盤
南
可
里
化
李

街
道
を
へ
だ
て
て
、
大
泉
寺
と
反
対
側(

西
側)

に
あ
る
本
多
氏
の
屋
敷
は
、
大
久
寺

(
71)

跡
で
あ
る
。
大
久
寺
は
、
天
台
宗
寺
門
派
の
修
験
の
お
寺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
五
年
の
社 

寺
整
備
で
廃
寺
に
な
っ
た
。
本
尊
は
不
動
明
王
で
、
高
さ
ー 

メ
ー
ト
ル
の
石
像
で
あ
る
。
 

廃
寺
後
現
在
は
、
元
三
大
師
堂
の
す
ぐ
後
の
鉄
格
子
の
囲
い
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
ば
に
あ
る
火
の
見
櫓
の
半
鐘
は
、
大
久
寺
の
遺
物
で
、
「元
禄
十
四
籠
集
年
三
月 

二
十
八
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

•

大
泉
寺
北
の
共
同
墓
地
中
央
に
は
、
大
久
保
宿
の
博
徒
を
代
表
す
る
田
中
代
八
の
墓
が

(
72)

あ
る
。

中
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
当
た
る
所
、
道
の
右
側
に
は
庚
申
塔
と
二
十
三
夜
供
養
荅
が
建
っ

(3
 )

て
い
る
。
今
で
も
三
月
か
四
月
の
庾
申
の
日
に
は
、
当
番
の
人
が
き
れ
い
に
そ
ぅ
じ
を
し 

て
、
し
め
繩
で
飾
り
つ
け
、
近
く
に
仮
小
屋
を
つ
く
っ
て
、
参
詣
者
に
湯
茶
等
の
サ
ー
ビ 

ス
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
小
字
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
。

中
町
は
、
大
久
保
宿
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
代
々
名
主
を
勤
め
た
家
、!!

腐
屋
、

籠
屋
、
店
の
家
、
両 

替
屋
、
餅
屋
等
々
の

屋
号
が
残
っ
て
い
る
。

上
町
に
入
る
と
右

側
の
田
中
氏
宅
か
中

(5
 )

の
問
屋
場
跡
で
、
道

は
こ
の
あ
た
り
を
過 

ぎ
る
と
、
ゆ
る
や
か

に
左
へ
ヵ
ー
ブ
し
始

め
、
ス
ー
パ
ー
の
反
対
側
、
西
へ
入
る
道
の
辻
に
は
二
十
一
夜
念
仏
供
養
塔
と
双
体
道
祖

(
76)

神
が
建
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
 
◦

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、
右
側
の
ー 

メ
ー
ト
ル
小 

高
く
し
た
所
に'

金
毘
羅
大
権
現.

寒
念
仏
供
養
塔.

庚
申
供
養
塔
等
が
祭
ら
れ
て
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
は
田
端
で
、
大
久
保
で
は
た
だ
一
か
所
の
田
ん
ぼ
の
端
で
あ
っ
た
こ
と
を
表 

わ
し
て
い
る
。
今
度
は
、
右
へ
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
進
む
と
、
右
側
道
路
に
向
か
っ

て
二
体
の
地
蔵
様
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
三
津
屋
で
、
こ
の
畑
地
は
上
の
問
屋
跡
で
あ

(9
 )る

。
約
二
〇◦

メ
—
ト
ル
進
む
と
、
東
南
へ
向
か
ぅ
道
と
の
三
差
路
に
出
る
が
、
こ
こ
か 

ら
先
は
、
道
を
境
に
、
左
が
大
久
保
、
右
が
漆
原
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が
、
渋
川
市
地
内 

に
入
る
ま
で
続
く
。

家
並
み
は
駒
寄
橋
の
手
前
ま
で
で
、
長
い
宿
は
こ
こ
で
終
わ
る
。

4

総
社
宿
か
ら
大
久
保
宿
へ

N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考 

61
諏
訪
神
社

62
高
井
観
音
堂

63
延
命
地
蔵 

宝
暦
一
四
年

64
稲
荷
神
社

雷
電
王 

文

久

三

年

秋
葉
大
権
現 

天

保

七

年

金毘羅大権現



65
决

申

塔
.

他 

多
数

66
双
体
道
祖
神

67
道

俣

神
 

t

久

四

年

68
道

祖

神
 

明

和

六

年

69
下
の
問
屋 

桃
沢
氏
宅

70
大

泉

寺
 

他
に
废
申
塔
、
不
動
明
王

十
六
羅
漢
の
仏
堂
跡

馬
頭
観
世
音 

犬

保

六

年

寒
念
仏
供
養
塔 

享
保
一
八
年

一/L
三
大
師
堂

法

華

経

一

r

部
供
養
塔 

明

和

七

年

氓

申

塔

鐘
塚
の
碑

r
v

動
明
王

大
久
寺
の
半
鐘 

元
禄
一
四
年

71
大
久
手
跡 

天

長

一

◦

年

72
岀
中
代
八
の
墓 

天

明

四

年

73
氓

申

塔
 

寛
政
ニ
ー
ギ

二
十
三
忮
供
養
塔 

安

政

三

ギ

74
加
舍A

雄
の
句
碑

金
井
袋
路
の
句
碑

75
中
の
問
屋 

田
中
氏
宅

76
双
体
道
祖
神 

宝
暦
一
〇
年

二

十|

夜
念
仏
供
養
塔 

享

保

元

年

77
双
体
道
祖
神

78
金
足
羅
大
権
現 

文

化
-
◦

年

寒
念
仏
供
養
塔 

元

文

五

年

79
上
の
問
屋

80
友
塚
巴
蕉
句
碑 

佐
藤
氏
宅

五
、
大
久
保
宿
か
ら
八
木
原
宿
へ

街
道
は
、
大
久
保
宿
の
北
の
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
交
差
点
を
直
進
す
る
が
、
左
へ
駒
寄 

川
に
沿
っ
て
約
ー
キ
ロ
西
へ
行
っ
た
所
に
三
宮
神
社
が
あ
る
。

こ
の
神
社
の
祭
礼
に
は
、
 

今
で
も
獅
子
舞.

屋

台.

太
々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

屋
台
は
、
大
久
保
の
人
々
に
よ
る
も
の
で' 

七
つ
の
各
小
字
に
一
台
ず
つ
あ
り
、
秋
の 

本

祭
(

十
月
九
日)

の
日
に
溝
祭
地
区
の
獅
子
舞
と
共
に
奉
納
さ
れ
る
。
屋
台
の
周
囲
に 

は
提
燈
を
吊
し
、
笛
と
太
鼓
の
は
や
し
に
の
っ
て
、
大
久
保
の
長
宿
を
練
り
歩
き
、
三
宮 

神
社
へ
と
参
道
を
登
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
午
王
頭
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
道
路
の
道
幅
が 

ふ̂

ら
む
よ
う
に
広̂

な
っ
て
い
る
か 

こ
こ
で 

各
屋
台
力
方
向
転
換
し
て
北
へ
向
力 

う
〇太

々
神
楽
は
、
十
分
練
習
を
積
ん
だ
大
久
保
の
人
々
に
よ
っ
て
、
毎
年
春
祭
り(

四
月 

一
日)

に
舞
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
言
号
で
右
折
し
て
、
村
道
一
号
線
を
行
く
と
、
途
中
踏
切
を
越
え
、
約
四
〇
〇 

(

82) 

(

83) 

_

 

ざ*̂

メ
ー
ト
ル
の
所
に
長
松
寺
が
あ
る
。
境
内
に
は
、
矢
落
観
音
堂
が
あ
る
。
別
名
を
笊
観
音 

と
言
わ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

一
月
十
四
日
が
縁
日
で
、
前
夜
か
ら
続
い
て
一
日
中 

參
詣
者
が
絶
え
な
い
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
と
い
う
。
お
堂
の
裏
に
は
、
中
世
の
石 

仏
が
五
体.

小
石
仏
六
体•

石
祠
四
基
が
並
べ
ら
れ
て
あ
る
。
前
庭
の
西
南
隅
と
石
垣
下 

に
も
、
多
く
の
供
養
塔
が
並
べ
ら
れ
て
あ
る
。

さ
て
、
信
号
正
面
に
見
え
る
道
し
る
べ
に
は
「
右
灸
ち
ご
志
ぶ
川 

左
い
か
ほ
水
さ
ハ
」
 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
に
寛
政
十
二(

一
八
〇
〇)

年
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は 

か 

つ
て
三
宮
神
社
へ
の
道
と
の
交
差
点
に
あ
っ
た
の
を
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
し
る
べ 

の
横
を
北 

へ
進
み
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
場
横
を
通
過
す
る
と
バ
ラ
ス
道
と
な
り
、
 

畑
の
間
を
抜
け
て
踏
切
に
至
る
。

こ
こ
で
、
舗
装
路
に
な
る
が
、
人
家
の
な
い
細
い
道
が 

渋
川
市
境
ま
で
続
い
て
い
る
。

渋
川
市
に
入
り
、
吉
岡
川
を
川
久
保
橋
で
渡
る
と
上
越
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線
踏
切
の
手
前
ま
で
は
、
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
。
踏
切
を
越
え
る
と
両
側
が
畑
に
な 

っ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
、
昔
は
深
い
森
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
剣
城
の
森
と
言
わ 

れ
、
伊
香
保
か
ら
見
下
ろ
し
て
も
よ
く
見
え
た
と
い
う
。
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ 

所
は
住
宅
地
と
な
リ
、
今
で
も
新
住
居
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

住
宅
地
と
、
北
は
滝
沢
川
、
東
は
上
越
線
に
囲
ま
れ
た
畑
地
は
、
鎌
倉
時
代
に
比
企
藤 

太
郎
が
築
城
し
た
剣
城
の
跡
で
あ
る
。
今
で
は
、
遺
構
の
面
影
は
見
分
け
ら
れ
な
い
が
、
 

館
城
の
形
式
を
備
え
た
も
の
の̂

T

っ
で
あ
る
〇

や
が
て
、
三
差
路
に
近
づ
く
と
、
大
き
な
自
然
石
の
道
し
る
べ
が
見
え
て
く
る
。

こ
の 

道
し
る
べ
は
、
渋
川
宿
か
ら/
く
木
原
宿
を
通
っ
て
、
江
戸
方
面
に
向
か
う
旅
人
の
た
め
、
 

天

保

四(

一
八
三
三)

年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
角
錘
の
形
を
し
た
、
な
め
ら 

か
な
自
然
石
の
三
面
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
見
事
な
文
字
で
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
本
体 

は
、
高
さ
約
一.

四
メ
ー
ト
ル
の
安
山
岩
で
あ
る
が' 

大
き
な
二
段
の
岩
石
の
基
壇
の
上

に
乗
っ
て
い
る
た
め
、
 

か
な
り
の
高
さ
に
な

つ
て
い
る
。
も
と
は
、

道
の
分
か
れ
目
の
所

に
建
て
ら
れ
て
い
た

が
、
道
路
拡
張
工
事

の
際
に
、
現
在
の
位

置
に
上
げ
ら
れ
た
。

最
下
の
三
波
石
は
、

こ
の
時̂

据
え
た
も
の
で
あ
る
。
北
向
き
の
な
め
ら
か
な
左
右
の
面
に
は
、
次
の
よ
ぅ
に 

刻
ま
れ
て
い
る
。

従
当
所
諸
方
JL
道
法

榛
名
山
江
五
里

下

右
高
崎
江
四
里 

一
之
宮
江
八
里 

之町

妙
義
山
江
九
里 

神

日
光
山
江
二
十
三
里

善
光
寺
江
三
十
三
里

左
江
戸
江
三
十
里 

伊

勢

太

神

宮

江-

百
十
里

京
都
江
一
百
十
一
里
半

大
阪
江
一
百
二
十
四
里
半

讃
州
金
毘
羅
江
一
巨
七
卜
五
里
半

裏
側
南
向
き
の
面
に
は

世
話
人

小
林
利
置
書 

小

林

勝

次

郎

儘

田

長

吉

天
保
四
癸
巳
歳
三
月
下
擀
建
之

と
記
さ
れ
て
い
る
。

長 松 寺

駒寄の道しるべ

八木原の道しるべ



こ
の̂
^

っ
に
、
数
多
く
の
遠
方
の
地
ま
で
、
何
里
半
と
細
か
く
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
 

こ
の
地
の
人
々
の
心
の
豊
か
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
感
じ
が
す
る
。

道
し
る
べ
を
過
ぎ
、
柳
橋
を
渡
る
と
、
八
木
原
宿
の
家
並
み
に
入
る
。
宿
は
直
線
的
に 

真
北
に
向
か
う
街
道
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
道
路
の
左
側
に
は
、
ま
だ
み
ご
と
に 

石
積
み
の
水
路
が
残
っ
て
い
る
。
今
も
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
ほ 

と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
下
水
道
と
な
っ
て
い
る
ょ
う
で
あ
る
。
家
々
の
庭
続
き
に 

は
、
ま
だ
洗
い
場
が
残
っ
て
お
り
、
戦
前
ま
で
は
、
洗
面
を
は
じ
め
、
野
菜
や
食
器
類
の 

洗
い
物
に
利
用
し
て
い
た
。

(

88
ン

下
宿
の
中
ほ
ど
の
道
に
面
し
て' 

長
原
寺
の
門
柱
が
建
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
西
へ
向 

か
っ
て
参
道
を
一
〇
〇
メ
—
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
山
門
に
至
る
。

長
原
寺
は
、
応
永
二(

一
三
九
五)

年
に
建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
臨
済
宗
の
寺
院
で
あ 

る
。
寺
子
屋
と
し
て
も
、
古
く
か
ら
地
域
の
子
供
達
の
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
お 

り
、
古
卷
小
学
校
開
校
後
も
、
青
年
達
の
指
導
に
あ
た
り
、
終
戦
直
前
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

信
号
の
所
で
、
県
道
八
木
原
停
車
場.

小
倉
線
と
交
差
す
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
中
宿 

で
あ
る
が
、
交
差
点
か
ら
五
〜
六
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
所
に
、
水
路
に
面
し
て
、
ブ
ロ

-7
ク 

(
9
 ) 

塀
の
か
げ
に
ひ
つ
そ
り
と
庚
申
塔
が
建
つ
て
い
る
。

こ
の
横
を
通
り
抜
け
る
よ
う
に
細
い 

道
が
西
へ
向
か
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
旧
道
で
あ
る
。
県
道
は
、
八
木
原
駅
か
ら
真
西
へ 

向
か
つ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、約
-

キ
ロ
の
所
で
県
道
渋
川.

高
崎
線
と
交
差
し
て
い
る
。
 

旧
道
は
、
西
へ
向
か
つ
て
古
卷
小
学
校
前
で
県
道
を
横
切
り
、
水
沢
方
面
に
向
か
つ
て
い 

た
が
、
今
は
、
郵
便
局
の
裏
で
切
れ
、
学
校
前
ま
で
が
畑
に
な
つ
て
い
る
。

旧
道
へ
入
つ
て
す
ぐ
右
側(

北
側)

の
狩
野
氏
の
宅
地
は
、
か
つ
て
問
屋
が
置
か
れ
た 

敷
地
で
あ
り
、
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
西
の
畑
は
郷
倉
の
跡
地
で
あ
る
。
郷
倉
は
、
土
蔵
造 

り
の
平
屋
建
て
だ
つ
た
が
、
明
治
の
初
め
に
、
老
朽
化
が
は
げ
し
い
た
め
、
取
り
こ
わ
さ 

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
片
隅
の
道
端
に
は
道
祖
神
が
建
つ
て
お
り
、
横
に
は
双
体
の 

道
祖
神
も
置
か
れ
て
い
る
。

(
2

ン

旧
道
入
口
の
反
対
側(

東
側)

の
空
地
は
、
高
札
場
の
あ
つ
た
所
で
、
徳
川
氏
禁
制
の 

掲
示
場
と
し
て
、
広
く
人
々
に
知
ら
れ
た
所
で
あ
つ
た
。
八
木
原
村
明
細
帳
に
も
、
「
竪
一 

丈
四
尺
八
寸
程
、
横
六
尺
七
寸
程
、
高
さ
一
丈
二
尺
程
、
御
修
覆
の
儀
は
天
井
行
間
共
御 

上
様
よ
り
下
さ
れ
置
候
、
尤
も
人
足
等
ま
で
下
さ
れ
候
」
と
あ
り
、
八
木
原
の
高
札
と
し 

て
有
名
で
、
「
八
木
原
に
過
ぎ
た
る
も
の
に
高
札
場
……

」
と|

n

わ
れ
て
い
た
。

こ
の
高
札
場
跡
付
近
は
「
天
王
」
と
呼
ば
れ
る
神
地
で
、
祇
園
祭
り
の
時
に
は
、
こ
こ 

に
八
坂
神
社
の
神
輿
が
置
か
れ
る
。
今
で
も
、
毎
年
七
月
五
日
に
天
王
宮
が
遷
座
し
、
七 

月
十
五
日
の
お
ぎ
よ
ん
の
日
に
な
る
と
、
种
輿
は
若
者
達
に
か
つ
か
れ
て
下
宿•

中

宿

•  

上

宿.

新
田
の
各
地
に
渡
御
し
、
古
式
豊
か
な
四
方
が
た
め
の
祭
事
が
行
わ
れ
る
。
昔
は
、
 

各
字
ご
と
に
幟
を
立
て
、
通
り
の
各
家
々
は
軒
場
万
灯
を
さ
げ
、
露
天
商
も
軒
を
並
べ
て 

賑
や
か
で
あ
つ
た
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
宿
は
、

一
 
•

六
の
日
が
定
期
市
の
立
つ
日
で
、
主
に
中
宿
を
中
心
と
し
た 

道
路
上
で
開
か
れ
て
い
た
。

下
宿
か
ら
中
宿
を
流
れ
て
い
る
水
路
は
、
滝
沢
川
か
ら
引
い
て
来
た
も
の
で
、北
へ
向
か

寺原長

八木原宿家並み
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っ
て
流
れ
て
い
る
た
め
、
「
さ
か
さ
川
」
と
言
う
人
も
あ
る
。
水
路
は
、上
宿
の
三
軒
過
ぎ
た 

所
で
右
へ
折
れ
て
、
道
路
下
を
通
り
、
木
村
氏
宅
と
長
谷
川
氏
宅
の
間
を
通
過
し
た
所
で
、
 

北
か
ら
の
水
路
と
合
流
し
て
い
る
。
北
か
ら
の
水
路
は
、
午
王
川
の
芝
附
橋
下
地
点
か
ら 

取
り
入
れ
た
水
を
、
道
路
沿
い
に
引
い
て
き
て
、T

字
路
下
で
東
側
へ
流
し
て
い
る
。

こ 

こ
か
ら
、裏
水
路
と
な
っ
て
南
か
ら
の
水
路
を
受
け
入
れ
て
南
下
し
、国
鉄
線
路
下
を
通
っ 

て
半
田
方
面
へ
流
れ
て
い
る
。

T

字
路
か
ら
東
へ
向
か
う
と
、
す
ぐ
右
へ
細
い
道
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
水
路
に
沿
っ 

て
南
へ
向
か
っ
て
い
る
。

こ
の
道
も
旧
道
で
、T

字
路
か
ら
や
や
ず
れ
る
よ
う
な
形
で
、
 

西
へ
入
る
細
道
へ
と
続
い
て' 

有
馬
方
面
へ
続
い
て
い
る
。

こ
のT

字
路
地
点
か
ら
高
札
場
ま
で
の
間
の
道
路
は
、
や
や
広
く
な
っ
て
お
り
、
乗
切 

馬
場
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
每
年
一
月
十
日
の
金
毘
羅
様
の
祭
日
に
、
草
競
馬 

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
村
人
は
、
自
分
が
大
切
に
育
て
た
飼
い
馬
で
競
い
合
い
、
見
物
人 

は
、
そ
れ
に
賭
け
て
一
日
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
大
黒
屋
跡
地
に
は
あ
や
つ
り
場
が
設
け
ら 

れ
、
人
形
芝
居
を
催
し
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

旧
道
を
西
へ
入
る
と
す
ぐ
、
諏
訪
神
社
の
境
内
に
行
き
当
る
。

こ
の
神
社
は
、
天
正
八 

(

一
五
八
〇)

年
に
信
州
諏
訪
大
神
を
勧
請
せ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
境
内
に
は
、
神
楽 

殿
も
あ
り
、
每
年
四
月
十
二
日
の
春
祭
り
に
は
、
太
々
神
楽
の
奉
納
舞
が
営
ま
れ
て
い
る
。
 

神
社
入
口
の
石
鳥
居
に
は
、
「
干
時
元
禄
十
五
壬
午
年
六
月
吉
辰
惣
村
中
設
建
之
」
と
刻
ま 

れ
て
お
り
、
す
ぐ
左
に
並
べ
て
「
明
治
廿
二
己
丑
年
九
月
十
一
日
暴
風
因
損
今
茲
再
建
」
 

と
後
か
ら
追
刻
さ
れ
て
い
る
。

鳥
居
前
の
道
路
端
に
は
、
り
っ
ぱ
な
道
祖
神
や
馬
頭
観
世
音
が
並
ん
で
お
り
、
最
も
大 

き
い
道
祖
神
に
は
「
文
化
八
辛
未
年
」
銘
が
見
ら
れ
る
。
向
か
っ
て
右
に
は
「
文
化
五
年
」
 

の
道
祖
神
や
年
号
不
明
の
双
体
道
祖
神
、
石
仏
が
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
境
内
北
西
隅
に 

は
、
二
十
を
数
え
る
石
祠
と
多
く
の
庚
申
塔
が
集
め
ら
れ
祭
ら
れ
て
い
る
。

尚
、
本
殿
横
に
は
、
八
坂
神
社
も
祭
ら
れ
て
お
り
、
石
鳥
居
に
は
「安
永
八
己
亥(

一
 

七
七
九)

年
十
一
月
吉
日
惣
村
中
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

八木原宿水路

八木原諏 訪神社
八木原佰

今でも残っている家号

1ll万寿屋
2 油 屋

3 なべ屋_____

4 大黒屋(跡地)

5 志満屋

6 なべ屋 _

7 新井屋_____

8  たばこ屋

乗切馬場



N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考

81
道
し
る
べ 

寛
政
ー
ニ
年

82
長

松

寺

83
矢
落
観
音

84
三
宮
神
社

85
决

申

塔
 

寛
政
ー
ニ
年

86
剣

城

跡

87
道
し
る
べ 

天

保

四

年

渋

川

市

指

定

史

跡

88
長

原

寺
 

応

永

二

年

臨

済

宗

/X
申

塔
 

寛
政
ー
ニ
年

89
废

申

塔

5

延
-y
年

90
問

屋

跡

91
郷

倉

跡

双
体
道
祖
神

92
高
礼
場
跡
地

93
乗
切
馬
場

94
ぁ
や
つ
り
場

95
諏
訪
神
社 

天

正

八

年

道

祖

神
 

文

化

人

年

双
体
道
祖
神

馬
頭
観
世
音

96
清

泰

寺
 

延
文
年
間

(

96)

諏
訪
神
社
の
す
ぐ
南
に
は
、
清
泰
寺
が
あ
る
。

こ
の
お
寺
は
、
延
文
年
間(

一
三
六
〇 

年
頃)

に
法
印
重
順
に
ょ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

5
 

大
久
保
宿
か
ら
八
木
原
宿
へ

六
、
八
木
原
宿
か
ら
渋
川
宿
へ

八
木
原
の
宿
を
出
て
、
左
折
コ
ー
ス
に
入
る
と
、
や
か
て
午
王
川
を
渡
る◦

こ
の
川
は
、
 

川
床
が
か
な
り
上
が
っ
て
お
り
、
天
井
川
の
傾
向
が
あ
る
の
で
、
芝
附
橋
を
渡
る
と
下
り

に
な
る
。
上
越
線
の
踏
切
を
越
ぇ
る
と
、
南
部
幹
線
道
路
の
陸
橋
架
設
工
事
の
た
め
、
こ 

こ
だ
け
舗
装
が
と
ぎ
れ
る
。
田
の
間
を
さ
ら
に
ー
キ
ロ
ほ
ど
進
む
と
中
村
の
集
落
に
入 

(
9
 )

る
。
左
手
に
延
命
寺
と
い
う
天
台
宗
の
お
寺
が
あ
り
、
境
内
に
高
さ
ー 

メ
—
ト
ル
強
の
石 

宮
が
あ
る
。
中
に
は
安
山
岩
の
薬
師
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
文
安
の
薬
師
で
あ 

る
。
側
面
に
は
、
二
体
ず
つ
の
地
蔵
像
が
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
頃
ま
で 

は
、
中
村
地
区
の
住
民
の
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
約
五
〇
〇
メ 

—
ト
ル
細
い
道
を
進
む
と
、
早
尾
神
社
の
横
に
出
る
。
神
社
の
境
内
に
は
大
き
な
ケ
ヤ
キ 

が
、
大
き
く
枝
を
広
げ
て
い
る
。
こ
の
早
尾
神
社
の
西
を
通
り
、
路
地
を
過
ぎ
る
と
、
国
道 

十
七
号
線
に
合
流
す
る
。

旧
道
は
国
道
を
横
切
っ
て
北
へ
二
〇
〇
メ
—
ト
ル
程
進
む
。
そ 

こ
に
は
工
場
の
駐
車
場
が
あ
り
、
道
は
消
ぇ
て
い
る
。
か
つ
て
は
国
鉄
渋
川
駅
の
内
を
通 

り
、
も
う
一
方
の
道
と
合
流
し
、
三
国
街
道
に
接
し
て
い
た
。

も
う
一
方
の
右
折
す
る
道
を
た
ど
る
と
、
お
ょ
そ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
上
越
線
を
横 

切
る
〇
や
や
小
高
い
と
こ
ろ
で
前
方
の
道
な
り
が
ょ
く
見
渡
せ
る
。
こ
こ
か
ら
や
や
下
り
、

文安の薬師

早尾神社と大けやき



Ill佐渡奉行街道の現状と文化財

一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
程
で
丁
字
路

に
出
る
〇
こ
の

T

字
路
を
左
折

す
る
と 

そ
こ

に
午
王
川
が
流

れ
る
。

こ
こ
か

ら
さ
ら
に
北
へ

進
む
と 

工
事

中
の
南
部
幹
線
道
路
を
横
断
し
、
茂
沢
川
の
蜂
島
橋
を
渡
る
。
道
は
細
く
二
〜
三
メ
ー
ト

ル
の
幅
と
な
り
、
田
の
中
を
縫
ぅ
よ
ぅ
に
進
む
。
国
道
に
出
る
手
前
に
文
化
四(

一
八
〇 

(

97)

七)

年
の
小
さ
な
石
仏
が
た
た
ず
む
。

旧
道
は
国
道
に
合
流
し
、
中
村
の
家 

並
み
を
進
み
、
大
崎
で
先
の
旧
道
と
交 

差
す
る
。
国
道
を
そ
の
ま
ま
進
み
、
現 

在
は
上
越
線
の
ガ
ー
ド
下
を
く
ぐ
り
、
 

右 

へ
力
—
ブ
し
て
渋
川
駅
前
に
達
す
る
。
 

駅
の
前
を
直
す
ぐ
進
み
、
駅
の
ホ
ー
ム 

の
北
端
の
西
、
現
日
通
渋
川
支
店
駐
車 

場
付
近
を
通
り
、
向
き
を
北
西
へ
変
え 

て
行
く
。
約
三
〇
〇
メ
—
ト
ル
程
で
平 

沢
川
に
達
す
る
。

こ
の
地
よ
り
東
二
〜

三
〇
〇
メ 
—
ト
ル
の
所
に
、
明
和
三

(

一
七
六
六)

年
の
下
郷
の
子
育
地
蔵 

が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
北
に
は
、
県
指 

定
天
然
記
念
物
、
下
郷
の
大
桑
が
見
ら

(

103)

れ
る
。

旧
道
は
、
こ
ぅ
し
ん
橋
を
渡
り
、
-
◦

〇
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
、
三
差
路
に
出
る
。

こ 

の
三
差
路
を
さ
ら
に
西
進
す
る
と
四
つ
角
交
差
点
に
達
す
る
。
街
道
は
市
街
地
を
そ
の
ま 

ま
直
進
し
、
元
町
で
三
国
街
道
と
合
流
し
、
越
後
へ
と
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

6
 

八
木
原
宿
か
ら
渋
川
宿
へ

N0.
名 

称 

年 

号 

備 

考

97
石 

仏 

文

化

四

年

98
道

祖

神
 

安

永

九

年

99
延

命

寺
•

文
安
の
薬
師 

文
安 

二
年 

渋
川
市
指
定
史
跡

101
早
尾
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ 

県
指
定
天
俠*
念
物 

102
JX-
申

塔
 

寛

政

年

間

103
下
郷
の
子
育
地
蔵 

明

和

三

年

渋

川

市

指

定

文

化

財
 

1()4
下
郷
の
大
桑 

県
指
定
天
然
記
念
物

中村の石仏

渋川市 国道17号線で旧道が交差して、再び左右へ

下郷の子育地蔵

渋川市こうしん様付近



あ 

と 

が 

き

本
年
度
の
歴
史
の
道
調
査
は
五
街
道
と
い
う
数
多
い
街
道
調
査
で
あ
り
、
し
か
も
調
査 

員
の
人
数
も
限
ら
れ
た
中
で
の
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
調
査
員
の
方
々
に
は
、
前 

回
ま
で
の
調
査
以
上
に
多
く
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
か 

か
わ
ら
ず
、
各
街
道
に
つ
い
て
道
の
確
定
、
道
の
現
状
、
文
化
財
の
分
布
状
況
等
適
確
に 

把
握
で
き
、
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
、
近
代
化
の
波
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
で
あ
っ 

た
。
年
度
当
初
の
調
査
時
と
年
度
終
了
の
際
で
の
写
真
を
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
一
年
足
ら 

ず
の
期
間
に
、
同
じ
場
所
で
あ
り
な
が
ら
全
く
異
な
る
風
景
が
各
街
道
で
写
し
出
さ
れ
た
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
も
歴
史
の
道
調
査
が
時
機
を
得
た
調
査
で
あ
る
と
と
も
に
、
調
査
の
重
要 

性
を
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
調
査
対
象
街
道
は
、
県
内
で
も
脇
街
道
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
た
め 

こ
れ
ま
で
未
調
査
の
部
分
が
多
い
街
道
で
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の 

街
道
の
道
が
確
定
で
き
た
こ
と
や
、

一
連
の
文
化
財
調
査
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
街 

道
研
究
上
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
本
調
査
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
点
を
あ
げ
る
と
、
川
と
水
田
の
低
湿
地
の
中 

に
築
か
れ
た
堤
防
上
を
く
ね
く
ね
曲
が
り
な
が
ら
、
三
メ
ー
ト
ル
幅
の
旧
道
が
は
る
か
遠 

く
ま
で
続
く
古
河
往
還
。

こ
れ
は
県
内
の
他
街
道
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
景
で
あ 

る
。ま

た
、
桐
生
の
絹
織
物
が
江
戸
や
上
方
へ
搬
出
さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
古
戸.

桐
生
道
。
 

新
道
と
旧
道
が
繩
を
な
う
よ
う
に
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
旧
道
の
一
宿
で
あ
る
道
の
中
央 

に
堀
割
を
残
す
丸
山
宿
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
中
世
に
は
既
に
相
当
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
口
留
番
所
が
置 

か
れ
、
ほ
と
ん
ど
通
行
禁
止
と
な
り
な
が
ら
、
再
三
に
わ
た
り
開
削
願
い
が
提
出
さ
れ
、
 

明
治
初
年
よ
う
や
く
開
通
し
た
時
に
築
か
れ
た
峠
付
近
に
残
る
石
垣
。
あ
る
い
は
、
佐
渡 

奉
行
街
道
の
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
通
路
の
変
遷
や
、
中
山
道
か
ら
玉
村
宿
に
至
る

数
条
の
道
筋
。
ま
た
、
民
家
や
水
路
に
昔
の
宿
場
の
面
影
を
と
ど
め
る
八
木
原
、
大
久
保
、
 

総
社
宿
の
景
観
。

こ
れ
ら
は
貴
重
な
街
道
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、
本
調
査
で
は
、
最
も
長
い
距
離
を
も
つ
下
仁
田
道
。
下
仁
田
地
方
の
特
産
で
あ 

る
砥
沢
砥
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ね
ぎ
、
和
紙
の
搬
出
路
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
現
在 

で
も
旧
道
沿
い
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
藤
岡
、
吉
井
、
富
岡
、
下
仁
田
、
砥
沢
等
に
は
土
蔵 

造
り
の
商
家
あ
る
い
は
旅
籠
屋
風
の
家
々
が
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。
だ
が
、
国 

道
十
八
号
の
バ
ィ
パ
ス
的
役
割
は
い
ま
で
も
変
わ
ら
ず
、
自
動
車
の
交
通
量
は
年
々
増
加 

し
、
今
後
の
保
存
対
策
が
待
た
れ
る
。

特
に
、
こ
の
下
仁
田
道
の
枝
道
で
は
あ
る
が
、
甘
楽
町
小
幡
の
城
下
町
と
し
て
の
道
路 

中
央
を
流
れ
る
堀
割
及
び
家
並
、
陣
屋
内
の
石
垣
の
続
く
道
筋
は
保
存
状
態
が
極
め
て
良 

好
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
は
本
年
度
調
査
の
大
き
な
成
果
と
い
ぇ
よ
ぅ
。

こ
れ
ら
の
成
果
の
陰
に
は
幾
多
の
労
苦
や
協
力
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た 

旧
道
の
道
筋
に
つ
い
て
、
地
元
教
育
委
員
会
の
方
や
地
元
の
方
々
に
日
曜
日
に
も
か
か
わ 

ら
ず
、
炎
天
下
の
中
を
一
日
中
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
り' 

背
丈
よ
り
高
い
草
む
ら
を
か 

き
わ
け
橋
脚
の
跡
を
教
ぇ
て
い
た
だ
い
た
り
、
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
、
調
査
も
必
ず
し
も
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
樹
木
や
光
線
の
関
係 

で
冬
季
に
と
予
定
し
た
写
真
撮
影
は
、
今
冬
ま
れ
に
み
る
大
雪
の
た
め
、
石
仏
等
雪
下
に 

埋
れ
、
雪
ど
け
ま
で
撮
影
困
難
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
現
在
廃
道
に
な
っ 

た
峠
道
を
数
時
間
か
け
て
よ
ぅ
や
く
上
っ
た
と
こ
ろ
霧
の
た
め
、
ま
わ
り
が
か
す
ん
で
写 

真
撮
影
で
き
な
か
っ
た
等
、
数
々
の
障
害
も
み
ら
れ
た
。

だ
が
、
調
査
員
の
方
々
の
献
身
的
な
調
査
へ
の
參
加
に
よ
り
、
課
題
を
一
つ
ず
つ
克
服 

し
、
こ
こ
に
、
本
報
告
書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
謝 

す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
が
、
今
後
の
研
究
用
資
料
と
し
て
、
さ
ら
に
県
民
一
般
の
街
道
探
訪
の
ハ 

ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
利
用
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
調
査
本
来
の
目
的
と
し
て 

の
保
存
整
備
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
本
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
し
、
 

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

(

文
化
財
保
護
課)
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